
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
六
号
）

二
六
　
（
七
二
四
）

Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
資
本
移
動
白
由
化
並
び
に

　
　
　
　
　
企
業
提
携
と
そ
れ
仁
附
随
す
る
諸
間
題

二三
ＡＢＣＤＥＡＢＣ

資
本
移
動
の
自
由
化

　
制
度
的
側
面

　
資
本
移
動
の
現
状

　
国
際
投
資
信
託
の
発
達
お
よ
び
株
式
の
相
互
上
場

　
ア
メ
リ
カ
資
本
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
進
出

　
欧
州
資
本
市
場
の
変
貌

競
争
と
協
定

Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
独
占
禁
止
法

　
概
　
観

　
法
の
適
用

　
独
禁
法
の
間
題
点

「
欧
州
会
杜
」
の
構
想

清
　
水

貞
　
俊

　
半
年
に
わ
た
っ
た
Ｅ
Ｅ
Ｃ
凍
結
も
、
問
題
を
一
応
先
へ
の
ぼ
し
た
よ
う
な
形
で
フ
ラ
ソ
ス
も
Ｅ
Ｅ
Ｃ
へ
復
帰
し
、
再
び
前
進
が
始

ま
っ
た
。
超
国
家
主
義
と
国
家
主
義
の
対
立
　
　
多
数
決
制
と
全
会
一
致
制
の
対
立
　
　
は
ま
だ
続
い
て
お
り
、
そ
の
前
途
は
ま
だ



多
難
な
も
の
を
思
わ
せ
る
が
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
駆
動
力
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
巨
大
資
本
で
あ
り
、
そ
の
国
境
を
越
え
た
か
ら
み
あ
い
、

企
業
提
携
は
か
な
り
進
ん
で
お
り
、
従
が
っ
て
そ
の
面
か
ら
Ｅ
Ｅ
Ｃ
を
元
へ
戻
す
こ
と
は
不
可
能
と
ま
で
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は

そ
の
資
本
移
動
と
企
業
提
携
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
に
関
係
の
あ
る
諸
閉
題
の
解
明
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

資
本
移
動
の
自
由
化

　
　
　
　
　
　
Ａ
　
制
度
的
側
面

　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
内
部
で
資
本
の
移
動
は
直
接
投
資
・
問
接
投
資
共
に
盛
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
Ｏ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
内
都
で
欧
州
決
済
同
盟
（
Ｅ
Ｐ
Ｕ
）
が
一
九
五
〇
年
に
発
足
し
、
ま
た
貿
易
自
由
化
コ
ー
ド
も

同
年
承
認
さ
れ
て
、
そ
れ
に
貿
易
外
経
常
取
引
の
自
由
化
喜
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
資
本
移
動
の
鳥
化
に
っ
い
て
は
第
一
歩

を
ふ
み
出
し
た
の
が
一
九
五
五
年
に
た
づ
て
か
ら
で
あ
り
、
一
九
五
九
年
に
Ｏ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
資
本
移
動
白
由
化
コ
ー
ド
が
採
択
さ
れ
、
こ

れ
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
引
き
っ
が
れ
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
資
本
移
動
自
由
化
コ
ー
ド
の
中
で
は
直
接
投
資
、
直
接
投
資
に
係
る
資

産
の
清
算
、
個
人
資
本
の
移
動
、
非
居
住
者
が
所
有
す
る
資
金
の
使
用
及
び
送
金
、
証
券
の
塊
物
移
動
、
証
券
の
売
買
、
ク
レ
デ
イ

ッ
ト
及
び
貸
付
金
の
そ
れ
ぞ
れ
に
っ
い
て
白
由
化
の
程
度
を
定
め
て
い
る
。

　
他
方
ロ
ー
マ
条
約
で
は
第
三
条
お
よ
び
第
六
七
－
七
三
条
で
資
本
移
動
の
白
由
化
を
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
共
同
市

場
内
の
資
本
移
動
に
対
す
る
制
限
は
過
渡
期
の
問
に
漸
進
的
に
１
撤
廃
さ
れ
、
過
渡
期
の
終
了
後
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
内
で
は
寮
本
移
動
は
完
全

に
白
由
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ロ
ー
マ
条
約
の
規
定
を
さ
ら
に
具
体
化
す
る
た
め
、
同
条
第
六
九
条
に
し
た
が
っ
て

「
資
本
移
動
に
関
す
る
第
一
次
命
令
」
が
一
九
六
〇
年
五
月
理
事
会
に
よ
り
発
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
六
二
年
二
一
月
資
木
移
動
に
関
す

　
　
　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
資
本
移
動
白
由
化
並
び
に
企
業
提
携
と
そ
れ
に
附
随
す
る
諸
間
題
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
二
七
　
（
七
二
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
（
七
二
六
）

る
第
二
次
命
令
を
採
択
し
た
。
第
二
次
命
令
は
第
一
次
命
令
を
補
足
、
拡
張
し
た
も
の
で
、
第
一
次
命
令
が
基
本
的
で
あ
る
。
こ
こ

で
第
一
次
命
令
に
っ
い
て
若
干
説
明
す
る
。
即
ち
命
令
で
は
資
本
移
動
を
四
っ
の
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
っ
い
て
制
限

の
撤
廃
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
一
カ
テ
ゴ
ゾ
ー

　
直
接
投
資
、
直
接
投
資
の
清
算
、
不
動
産
に
対
す
る
投
資
、
個
人
的
資
本
の
移
動
（
贈
与
、
結
婚
持
参
金
、
相
続
財
産
、
移
民
の
た
め
の
送
金
な
ど
）

　
　
　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
内
で
無
条
件
に
白
由
化

　
第
ニ
カ
テ
ゴ
リ
ー

　
非
居
住
者
に
よ
る
上
場
国
内
証
券
の
取
得
及
び
そ
れ
に
関
す
る
送
金
、
居
住
者
に
よ
る
上
場
外
国
証
券
の
取
得
及
び
そ
れ
に
関
す
る
送
金
、
上
記
証

　
券
の
現
物
移
動
　
　
無
条
件
に
白
由
化

　
第
三
カ
テ
ゴ
リ
ー

　
外
国
資
木
市
場
に
お
げ
る
白
国
企
業
の
託
券
の
発
行
及
び
売
出
し
、
国
内
賓
本
市
場
に
お
け
る
外
国
企
業
の
一
証
券
の
発
行
及
び
売
出
し
、
非
居
住
者

　
に
よ
る
非
上
場
困
内
証
券
の
取
得
、
居
住
者
に
よ
る
非
上
場
外
国
証
券
の
取
得
等
　
　
条
件
付
白
由
化
（
即
ち
、
加
盟
国
の
経
済
政
策
の
目
標
を
実

　
施
す
る
た
め
に
障
害
と
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
加
盟
国
は
こ
の
指
令
の
発
効
す
る
日
に
現
存
し
て
い
る
制
限
を
維
持
し
、
又
は

　
再
び
設
げ
る
こ
と
が
で
き
る

　
第
四
カ
テ
ゴ
リ
ー

　
各
稀
証
券
に
対
す
る
短
期
投
資
、
商
取
引
と
関
係
の
な
い
貨
付
及
ひ
信
用
供
与
（
短
期
の
も
の
）
　
　
当
分
は
白
山
化
さ
れ
な
い
。

　
以
上
で
あ
る
が
、
第
一
次
命
令
、
第
二
次
命
令
と
も
に
為
替
面
か
ら
の
制
限
の
撤
廃
を
定
め
た
も
の
で
、
ま
だ
各
国
で
多
く
の
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

政
的
な
規
則
推
置
が
破
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
制
帳
を
撤
廃
す
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
て
お
り
、
委
員
会
案
は
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
　
（
１
）
　
向
向
Ｏ
Ｏ
◎
目
Ｈ
昌
１
げ
ｏ
ｏ
－
◎
目
－
　
吻
～
ｅ
“
ミ
、
｝
Ｏ
“
ミ
～
、
ミ
氏
Ｓ
◎
ミ
り
Ｐ
　
蜆
ｏ
～
ｏ
○

●

Ｂ
　
資
本
移
動
の
現
状



　
す
で
に
見
た
よ
う
に
資
本
移
動
は
為
替
面
で
は
直
接
投
資
を
中
心
と
し
て
自
由
化
さ
れ
て
お
り
、
国
内
法
規
上
若
干
制
限
が
残
っ

て
い
る
が
、
実
際
上
の
資
本
交
流
は
か
な
り
華
々
し
く
行
な
わ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｅ
Ｃ
内
の
資
本
交
流
は
互
に
錯
綜
し
て
お
り
、
主
な

輸
出
国
と
い
う
も
の
は
た
い
。
流
出
・
流
入
と
も
箪
一
位
を
占
め
、
他
を
ぬ
き
ん
で
て
い
る
の
は
西
ド
ィ
ツ
で
あ
る
。
〔
第
一
表
〕
か

ら
も
分
る
よ
う
に
西
ド
ィ
ツ
で
は
一
九
五
二
年
か
ら
資
本
輸
出
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
の
資
本
輸
出
は
額
に
お
い
て
も
徴
々

）ＭＤ万
ｏ
０１位単（資投外対旧－民期長のツイド西〕表－猜〔

貨投司け民

他のそ

９
一
　
り
ん

７

３
３

１
９
’
１
５

産
有動

不
所

拘
賢
加

業
び
参

事
よ
本

４

１
５

４
７

３３１

９４１

５８１

８９１

１７１

４８１

２８３

４０６

３１４

１２２

８７２

４３３

４５３

５４４１
０６４

お
貸

用
び

信
１
は
付

１
５

４
４

９０５

８１４

１６４

４８６

１３６

３９４

０２７

計券証外
禾定

確
付

釦
１
，

岬
ア

峰
■

記ト

５６９１ｅｎｕＪ
，ゐ〃○ろｓ２ｄ〃〃Ｂ８〃６ね

舳
Ｄ加エヅ

０ｆ
〃功Ｒり〃

伽Ｍ所出

た
る
も
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
商
品
輸
入
に
必
要
な
も
の
に

限
ら
れ
て
い
た
。
資
本
輸
出
は
そ
の
後
徐
々
に
増
加
し
て
行

き
、
五
八
年
頃
か
ら
飛
躍
的
に
増
大
す
る
。
五
八
年
末
、
西

欧
通
貨
の
交
換
性
が
回
復
さ
れ
、
五
九
年
か
ら
Ｅ
Ｅ
Ｃ
が
関

税
引
下
げ
の
第
一
歩
を
印
す
る
頃
に
一
っ
の
山
と
な
り
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
は
ず
っ
と

３

３
８

７８１

３２６

４７１

８３１

８５２

９５４

２０８１

８１

ａ
ａ

（
０

９１

０１４，１

０５５，１

３７０，１

１４３，１

２４７

６１８

２
１
０
４
８
３
３
３
２
４

　
１
　
ｏ
、
）
　
０
　
７
‘

　
　
　
り
４
　
１
■
一

２
　
７
　
２
　
７
　
４

２
　
（
ｏ
　
５
　
０
　
１

４
　
７
　
３
　
８
　
６

　
　
１
人
　
り
４
　
り
ん

６
　
７
　
８
　
９
　
０

Ｆ
ｏ
　
Ｆ
〇
　
一
Ｌ
ｏ
　
５
　
’
ｏ

０
ワ
　
Ｏ
）
　
Ｏ
）
　
Ｏ
）
　
０
Ｊ

１
■
　
　
１
↓
　
１
■
　
１
■
　
１
↓

１１２，１

９９５，１

１０２，１

８１６，２…

．
　
仁
－

　
一
ゴ
．
口

　
問

　
民

１
７

６
．
３

４
　
　
ｏ
）

　
１

ｏ
ｏ
　
４

Ｆ
Ｏ
　
Ｆ
Ｏ

Ｏ
）
　
０
）

１
■
　
　
１
■

２２３５５９１

１２４，２

５１８．２２６９１

９２３，２

７９９，３

度年

１５９１

「
　
■

２５９１

１６９１

３６９１

４６９１

民
）

期
Ｍ

長
Ｄ

別
０
万

域
１
０

地
位

の
蝉

ツ
年

Ｖ
６
４

ト
ー
９西

　
資

潟

２
＾
丁

腕
敵

７９９，３

７５２，１

８６０，ユ

１７３

１

３７７

６９２

１３２

　
　
　
国
　
　
　
域

計　
　
　
諦
　
　
　
地

資　
　
国
欧
ク
国
発

鮒
斌
良
醐
関

文
Ｃ
Ｔ
他
ブ
州
州
機

問
Ｅ
Ｆ
の
欧
欧
欧
際

民
Ｅ
Ｅ
そ
東
非
非
国

期長

２〃ｏｓ

舳
０

２
６
５

〃
１
９

げ
ｅ

オ
　
ｎ

ヅ
　
ｕ

ｏ
　
Ｊ

功
，

Ｄ
ハ
〃

ツ
肋

〃
お

〃
ｄ

０
　
〃

Ｍ
肋

所
一
出

横
ぼ
い
状
態

と
な
っ
て
い

る
。
民
問
長

期
投
資
の
内

訳
を
見
る
と

証
券
投
資
が

多
く
、
事
業

Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
資
本
移
動
自
由
化
並
び
に
企
業
提
携
と
そ
れ
に
附
随
す
る
諸
間
題
（
清
水
）

二
九
　
（
七
二
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
（
七
二
八
）

お
よ
び
資
本
参
加
は
こ
の
表
で
見
る
限
り
は
比
較
的
少
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
対
外
投
資
と
較
べ
て
西
ド
イ
ツ
の
対
外

投
資
の
特
徴
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
証
券
投
資
も
そ
の
大
部
分
は
配
当
証
券
で
あ
り
、
そ
の
殆
ん
ど
は
直
接
投
資
と
見
な

す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
最
近
の
顕
著
な
変
化
と
し
て
確
定
利
付
証
券
投
資
が
急
増
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
っ
い
て

は
後
述
す
る
が
、
ア
メ
リ
ヵ
の
利
子
平
衡
税
の
結
果
外
債
発
行
市
場
が
ア
メ
リ
ヵ
か
ら
西
欧
に
移
り
、
西
ド
ィ
ツ
も
そ
の
一
翼
を
に

な
っ
て
い
る
こ
と
の
現
わ
れ
と
理
解
さ
れ
る
。
地
域
別
に
見
る
と
対
Ｅ
Ｅ
Ｃ
諸
国
向
げ
が
約
半
額
に
達
し
て
い
る
〔
第
二
表
〕
。
そ
し

て
そ
の
多
く
は
鉄
鋼
、
電
機
、
化
学
、
機
械
、
金
融
機
関
に
向
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
フ
ラ
ソ
ス
は
資
本
の
純
輸
入
国
で
あ
り
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
諾
国
か
ら
も
資
本
輸
入
が
そ
の
輸
出
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
Ｃ
　
国
際
投
資
信
託
の
発
達
及
び
株
式
の
相
互
上
場

　
資
本
移
動
に
関
す
る
第
一
次
命
令
で
証
券
取
引
所
上
場
証
券
の
売
買
は
無
条
件
に
白
由
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

型
計
　
　
鮒
を
制
度
的
に
容
場
に
し
た
の
が
株
式
の
相
互
上
場
で
あ
る
。
西
牢
ハ
イ
エ
ル
株
が
パ
リ
の
証

場
秣
　
　
　
珂
券
市
場
に
上
場
さ
れ
、
フ
イ
リ
ツ
プ
ス
株
が
フ
ラ
ソ
ク
ル
ト
に
上
場
さ
れ
た
の
を
始
め
と
し

上
６
２
　
　
　
　
　
　
　
　
る
Ｎ

粁
　
　
　
ヅ
て
、
一
蟹
妻
一
の
よ
う
に
多
く
の
一
流
株
が
Ｅ
Ｅ
。
萬
で
上
場
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。

琳
雌
両
　
　
　
　
　
　
　
　
を
止
　
　
株
式
の
相
互
上
場
と
並
ん
で
国
際
的
投
寮
信
託
の
発
展
が
注
目
さ
れ
て
い
る
・

株
剃
　
　
　
　
　
肌
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
論
　
　
元
来
投
資
信
託
は
一
八
七
〇
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
第
一

刻
　
　
　
　
　
　
　
　
「
祁

”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臓
榊
　
次
大
戦
前
後
頃
ま
で
は
投
資
信
託
な
る
も
の
は
殆
ん
ど
存
在
し
て
い
な
い
。
　
一
九
三
〇
年
代

岬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
肚
　
以
降
ア
メ
リ
ヵ
及
び
イ
ギ
リ
ス
で
発
展
し
、
第
二
次
大
戦
後
広
く
音
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
　
　
の
で
あ
る
。
オ
ー
プ
ソ
・
エ
ソ
ド
・
ト
ラ
ス
ト
と
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
エ
ソ
ド
・
ト
ラ
ス
ト
の
二

■

汗（
Ｏ
ｏ
Ｏ

５

５

４

１

１

４

｛Ｎ

１

４
４

×
■
　
　
　
　
　
■
１
９

■
■

１
　
　
　
　
　
　
，

■

■
！

Ｌ

２
０
０
０

■
■
　
　
　
　
　
　
１
２

■１

１
４
’
ｏ
り
＾

３１

！
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

１
Ｇ

０
４

×

１

５

一
！

一
Ｆ １

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
２
×

４

１

７

１
，Ｂ

×

（
０
１
１

１’
１
８

ｈ

ル
リ
ト
ム

レ

セ

ノ

ダ

ク

レノ

十

ツ

テ

二
＝
口

ン

ラ

ス

ラ
ム

ブ
バ

フ
ア



型
あ
り
、
大
衆
の
資
金
を
あ
っ
め
て
証
券
投
資
の
代
行
を
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
投
資
信
託
が
ヨ
ー

ロ
ヅ
パ
で
は
国
際
的
規
模
で
誕
生
し
て
お
り
、
多
く
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
諸
国
の
投
資
家
の
資
本
を
あ
つ
め
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
内
の
株
式
に
投
資
し
て

い
る
。

　
こ
れ
ら
の
投
資
信
託
を
国
別
に
見
て
見
よ
う
。
ま
ず
西
ド
ィ
ッ
に
は
向
冒
Ｏ
寝
｛
９
穿
Ｈ
一
卑
竃
９
０
－
－
｛
昌
員
Ｈ
邑
易
巨
戸
弓
Ｓ
目
。
。
、

註
彗
亘
ま
宗
頁
き
・
づ
薫
８
鼻
き
雪
量
ま
一
昌
事
↓
曇
・
員
寿
ぎ
…
一
・
一
ぎ
ぎ
・
亘
宕
・
ぎ
一
ぎ
。
・
一
邑
暮
Ｆ
５
、

宥
ミ
腸
戸
ｏ
乙
。
８
｛
ｏ
己
。
り
な
ど
が
あ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
・
ル
ク
セ
ソ
ブ
ル
グ
に
は
向
旨
旨
－
ｏ
ｐ
雰
３
昌
昌
邑
一
向
員
ぎ
く
霧
戸
く
』
窒
８
ｐ

良
§
目
８
０
巨
◎
Ｐ
Ｃ
ｏ
◎
需
－
員
－
９
官
邑
句
昌
ｑ
が
あ
り
、
オ
ラ
ソ
ダ
に
は
最
近
（
六
五
年
五
月
）
新
国
際
投
資
信
託
Ｈ
暮
晶
Ｈ
轟
が
発
足

し
、
主
と
し
て
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
天
然
ガ
ス
関
係
産
業
に
投
資
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｅ
Ｃ
外
の
国
で
主
と
し
て
Ｅ
Ｅ
Ｃ
企
業
を
対
象
と
し
て
い
る

も
の
に
ス
イ
ス
の
向
ｑ
Ｓ
り
Ｐ
く
讐
Ｏ
■
向
員
ユ
戸
冒
け
胃
８
ま
ぎ
Ｏ
算
巴
↓
Ｈ
芦
Ｏ
Ｏ
戸
｝
ｈ
Ｐ
づ
Ｏ
芦
Ｈ
訂
９
向
■
８
り
碧
｝
¢
昌
－
９
勺
｝
胃
昌
邑
Ｏ
目
穿
。
向
毫
Ｏ
り
Ｐ

≧
｛
昌
雪
耳
向
員
◎
混
吋
彗
汗
向
昌
◎
寝
里
８
巨
Ｏ
が
あ
り
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
に
向
昌
◎
～
邑
、
イ
ギ
リ
ス
に
７
０
考
向
冒
Ｏ
肩
彗

彗
ｐ
ｏ
雪
¢
轟
ニ
ミ
霧
け
昌
雪
け
↓
Ｈ
易
け
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

投
）

の
年

言
６
０

１
■
　
Ｏ
）

投
〇五

要
先

主
資

〕表４第

〆
」

％

％

３
５
７
１
４
９
７
　
３
８
３

４
　
　
　
８
６
　
　
９

３
一
３
一
－
一
９
一
６
一
５
一
４
一
３
２
一
－
一
８
０
６
■
１
１
１
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
■
一

４
Ｌ
２
１
・
６
５

り
＾
（
６
１
■
１
－
一

業
金
料
険
車
此
油
械
設
庫
他

ツ
ス
一
ダ
ス
ク

ｂ

工
材
保
～

レ
ノ

」
１
男

」
１
易

イ
ン
リ
ソ
リ
・
グ

種

学
気
か
動
畑
　
の

一
ル

業

国

ド
ラ
タ
ラ
ギ
ギ
ブ

ｒ

ル
ン

化
冶
電
銀
自
艶
石
機
建
倉
そ

西
フ
イ
オ
イ
ベ
セ

ＳｄｎＯＦＳｅＬｎｅ
ｒＫ

爬帥Ｈ所出
前
　
　
舳

血
叫
伽

ｅ
ｕ
舳

ｍ
ｍ
０
．

ｃ
ｅ
ｍ
乏

１
・
Ｃ
わ
〃

Ｐ
　
　
ｏ

ｅ
６
〃

ｄ
｛
〃

ｂ
肛
ゴ

町
Ｍ
惚

ｗ
　
舳

０
１
ｅ
Ｒ

弘

Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
資
本
移
動
自
由
化
並
び
に
企
業
提
携
と
そ
れ
に
附
随
す
る
諸
問
題
（
清
水
）

　
こ
れ
ら
の
投
資
信
託
を
通
じ
て
カ
な

り
の
資
金
が
Ｅ
Ｅ
Ｃ
へ
流
入
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
○

　
〔
第
四
表
〕
は
９
＆
さ
５
ｑ
易
弓
匡
９

０
ｏ
昌
昌
冒
ｏ
邑
の
調
査
し
た
も
の
で
五

つ
の
主
要
投
資
信
託
（
ユ
ー
リ
ツ
ト
、
ユ

　
　
　
　
三
一
　
（
七
二
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
六
号
）

）
レ
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１

１

ｑ
Ｕ
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‘
４

３

１
ｉ

１
６
４
３
１
４
１
１
８

Ｏ

４
０
８
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３
４
３
８
７

６
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２
２
６
２
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，
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１

１

り
＾
ｏ
Ｏ
（
Ｏ
ｎ
６

■

３
ヨ
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２
１
２
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４
１
４

７

６
８
５
９
９
８
７
５
９

５

４
５
２
ー
ユ
６
９
１
３

９
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，

，

，

１

１
１
一
１
１
一
４
ご
ｏ

１

２
■
　
　
　
－

７
４
３
４
９
７
７
３
８

０

１
０
６
８
６
３
４
３
８

５

○
ム
ｎ
ｚ

（
Ｏ
Ｑ
ｏ
７
’
７
‘

９

■

，

，

１

１

１

■

，
■
１
－

』１

１
１

）

皿

ス
ツ

一
ダ

ギ
ス
帰
榊

Ｈ－

∴
∴
∴
一

１
－
　
１
１
‘

■

算計の者筆は率ｍプ増
６
５

１
９ぴ艶４６９１

９
．ｕＡ，

２
８

．
舳

洲

Ｄ
Ｄ

乏〃２７７〃Ｃグ
０ツ

６〃７〃ｓ料資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
（
七
三
〇
）

ー
ロ
フ
ォ
ソ
ド
、
オ
イ
ロ
パ
フ
ァ
ロ
ー
ル
、
　
ユ
ル
ニ
オ
ソ
、
　
オ
イ
ロ
ー
パ
フ
ォ
ン
ズ
・
ア

イ
ソ
）
の
株
式
組
入
れ
を
一
九
六
〇
年
に
つ
い
て
、
業
種
別
、
国
別
に
あ
ら
わ

し
た
も
の
で
あ
る
。
化
学
・
金
属
・
電
気
関
係
へ
多
く
向
げ
ら
れ
て
お
り
、
国

別
で
は
西
ド
ィ
ツ
、
フ
ラ
ソ
ス
ヘ
多
く
向
げ
ら
れ
て
い
る
。
企
業
別
に
見
れ
ぼ
、

ユ
ニ
レ
バ
ー
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
、
バ
デ
ィ
ッ
シ
ェ
・
ア
ニ
リ
ン
、
ヘ
ヒ
ス
ト
、

フ
ィ
ア
ッ
ト
、
バ
イ
ェ
ル
、
テ
ィ
ッ
セ
ソ
、
ジ
ー
メ
ン
ス
、
モ
ソ
テ
カ
チ
ー
二
、

ラ
イ
ソ
シ
ュ
タ
ー
ル
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
ダ
ッ
チ
、
と
い
う
順
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
Ｄ
　
ア
メ
リ
カ
資
本
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
進
出

　
○
り
　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
進
出
し
た
ア
メ
リ
カ
資
本

　
第
二
次
大
戦
直
後
の
ア
メ
リ
カ
資
本
の
対
欧
州
進
出
は
主
と
し
て
対
外
援
助

と
い
う
形
態
を
と
っ
た
。
即
ち
、
一
九
四
六
年
の
米
英
金
融
協
定
に
も
と
づ
く

三
七
・
五
億
ド
ル
の
対
英
借
款
、
マ
ー
シ
ァ
ル
計
画
に
も
と
づ
く
対
欧
援
助
な

ど
で
あ
っ
た
。
民
問
資
本
輸
出
は
一
九
五
〇
年
代
の
中
頃
か
ら
増
加
し
始
め
、

特
に
Ｅ
Ｅ
Ｃ
成
立
後
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
諾
国
へ
の
進
出
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
。
民

問
資
本
の
進
出
は
多
く
直
接
投
資
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
い
る
、
　
秀
五
表
〕

は
欧
州
諸
国
に
対
す
る
ア
メ
リ
ヵ
の
資
本
進
出
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
、
五

〇
１
五
七
年
の
八
年
問
と
五
七
－
六
四
年
の
八
年
問
の
増
加
率
を
比
較
し
て
見



る
と
対
Ｅ
Ｅ
Ｃ
向
げ
資
本
の
増
加
率
は
一
六
四
％
か
ら
二
二
一
％
へ
と
増
加
し
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
成
立
の
影
響
が
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
。
同

じ
期
問
の
対
英
投
資
増
加
率
は
二
三
二
％
か
ら
二
二
〇
％
へ
減
少
し
、
全
世
界
を
と
っ
て
見
る
と
一
一
六
％
か
ら
七
五
劣
へ
減
少
し

て
い
る
。
こ
か
は
五
〇
年
代
中
頃
か
ら
低
開
発
地
域
の
停
滞
傾
向
が
明
ら
か
と
な
り
、
中
南
米
諸
国
そ
の
他
の
地
域
へ
の
資
本
輸
出

が
抑
制
さ
れ
、
或
は
引
上
げ
ら
れ
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
向
げ
に
転
換
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
ヵ
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
向
げ
直
接
投
資
が

増
え
た
こ
と
を
別
の
面
か
ら
示
し
た
の
が
〔
第
六
表
〕
で
、
企
業
進
出
件
数
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
成
立
後
八
年
問
に
二
、
二
九
〇
件
に
達
し
て

い
る
。
そ
の
進
出
部
門
は
白
口
動
車
、
機
械
、
電
気
製
品
、
化
学
工
業
な
ど
を
中
心
に
製
造
業
全
般
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
対
す
る
ア
メ
リ
ヵ
資
本
流
入
の
原
因
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
商
品
貿
易
面
に
お
げ
る
排
他
的
性
格
　
　
共
通
関
税

率
の
実
施
　
　
に
よ
っ
て
、
対
Ｅ
Ｅ
Ｃ
向
げ
輸
出
の
面
で
不
利
で
あ
る
こ
と
が
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
。
　
〔
第
七
表
〕
は
代
表
的
な
工
業

製
品
の
対
外
共
通
関
税
率
の
表
で
あ
る
が
平
均
し
て
約
二
〇
％
前
後
の
関
税
が
か
げ
ら
れ
、
従
が
っ
て
欧
州
の
製
品
よ
り
も
二
〇
％

リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
年
　
　
以
上
安
価
な
も
の
で
な
い
と
欧
州
向
け
商
品
輸
出
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
る

メ
移
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
６
５

ア
推
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
１
９
　
　
に
Ｅ
Ｅ
Ｃ
域
内
関
税
の
撤
廃
に
よ
っ
て
域
内
市
場
網
は
急
速
に
整
備
さ
れ
つ

の
別
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貰
』

へ
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糾
朴
　
　
っ
あ
り
、
放
置
す
れ
ぼ
ア
メ
リ
ヵ
は
欧
州
市
場
か
ら
し
め
出
さ
れ
て
し
ま
う

バ
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
リ

ツ
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ナ
　
　
恐
れ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

口
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欧
ア

ト
雑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晒
＾
　
　
　
第
二
に
欧
州
に
お
げ
る
労
務
費
が
ア
メ
リ
ヵ
よ
り
安
い
こ
と
で
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ

西
企
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
景

　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
背
　
　
諸
国
で
若
干
の
相
違
は
あ
る
が
平
均
し
て
ア
メ
リ
カ
の
約
二
分
の
一
と
い
わ

〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
と
号

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
向
月
　
れ
て
い
る
。
と
す
る
な
ら
ぼ
多
く
の
困
難
に
立
向
い
な
が
ら
Ｅ
Ｅ
Ｃ
向
げ
商

６
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
５

？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所

吻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
　
　
　
品
輸
出
の
努
力
を
す
る
よ
り
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
内
に
企
業
進
出
し
、
低
廉
な
賃
金
で

　
　
　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
資
本
移
動
白
由
化
並
び
に
企
業
提
携
と
そ
れ
に
附
随
す
る
諸
問
題
（
清
水
）
　
　
　
　
　
三
三
　
（
七
三
一
）

「
　
　
’
－
５

』

■

６
～

０
２

６

９

２

１
４
ｎ
５

Ｏ
）
（
Ｏ

１
８
Ｑ
一
）
ｏ
）
０
１
↓

８

つ
山
４

６
４
４
り
＾
７
’
ｏ
ｏ

５

，

９

２

－
　
　
弓

７５
～

（
Ｏ
ｏ
Ｏ

Ｏ

７

６
（
）
７
’

９

０
４

り
＾
「
ｏ
ｏ
）
ｏ
）
４
り
ム

ユ

５

１

１

ｏ
ｏ
つ
ん

［
ｏ

９

■
　
　
　
　
　
　
　
　
－
■
－
■
一

’
－
　
　
　
　
■
！

■
■

ル
グ
ス
ツ

一
ダ

ス

．
レ

、
ン
イ
リ
ン

リ
■

Ｃ
¢
ラ
ド
タ
ラ
Ｈ
ギ

Ｅ
ベ
ク
フ
西
イ
オ
Ｆ
イ

Ｅ

Ｅ

－

■
　
　
　
　
一
　
ｉ
１
　
　
　
■



立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
六
号
）

の率税関通共外対ＣＥＥ
伺

〕表７第〔

％
２
１

６
１
８

１
８

、
１
９

１
６

２
０

２
３

～
１
５

２
２

２
１

～
７

２
１

２
０

２
４

～
１
０

１
８

～
１
４

１
０

２
２

～
１
５

１
６

～
１
２

１
４

１
３

１
４

１
４

１
９

２
９

２
０

１
８

２
５

～
２
１

ン
灰
キ
ス
ん
墨
ム
品
ヤ
　
維
物
子
品
ム
一
プ
　
庫
器
機
器
車
一
機
具

リ
石
り
　
泌
繊
　
ズ
　
一
　
洲

シ
酸
用
げ
ニ
ィ
　
　
製
い
ン
蔵
く
算
除
動
ト
真
．

二
燐
阯
　
　
　
用
ス
　
　
成
　
　
　
ノ
一
　
　
　
ノ
　
　
　
用

　
　
用
　
　
　
写
ラ
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
業

べ
過
印
二
石
靴
映
プ
タ
紙
合
履
硝
鉄
粗
モ
ポ
炉
冷
製
計
掃
白
農
写
玩

２

〃
Ｆ０

９

舳〃〃

．
１
Ｓ

ａＶｒｅＧ工所出

皿ふヅ２ｇ
刀○ケ五ね

舳伽

．
８
ｓ〃郷

ｏ〃１北〃ｏ

２
３

ｉ

２
２

　
　
三
四
　
（
七
三
二
）

生
産
に
従
事
し
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
対

外
関
税
で
逆
に
保
護
さ
れ
て
発

展
す
る
方
が
得
策
で
あ
る
。
し

か
も
第
三
に
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
成
長
率

は
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
よ
り
も
高

い
の
で
あ
る
。
第
四
に
、
欧
州

諸
国
は
概
し
て
第
二
次
大
戦
後

外
貨
の
流
入
　
　
直
接
投
資
も

間
接
投
資
も
　
　
に
対
し
て
制
限
を
加
え
な
い
政
策
を
と
っ
て
来
て
い
る
。
制
限
を
加
え
な
い
と
い
う
よ
り
も
寧
ろ
外
貨
流
入
、
特

に
ア
メ
リ
ヵ
資
本
の
流
入
を
促
進
す
る
政
策
を
と
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
更
に
制
度
的
に
も
Ｏ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
、
或
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
資
本
移

動
白
由
化
規
約
が
あ
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
は
資
本
移
動
を
自
由
化
す
べ
き
義
務
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
に
は
留
保
条

件
が
つ
い
て
お
り
、
完
全
に
自
由
で
は
な
い
が
、
西
ド
イ
ツ
で
は
完
全
白
申
フ
ラ
ソ
ス
、
イ
タ
リ
ー
、
ベ
ネ
ル
ッ
ク
ス
で
は
若
干

の
留
保
条
件
が
っ
い
て
い
る
が
、
ほ
ぽ
自
由
化
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
、
よ
り
高
い
利
潤
を
求
め
る
ア
メ
リ
カ
資
本
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
へ
向
っ
て
殺
到
し
た
の
で
あ
る
。

　
）

　
¢
　
ア
メ
リ
カ
資
本
に
対
す
る
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
態
度

　
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
資
本
の
流
入
に
対
し
、
フ
ラ
ソ
ス
が
最
も
強
い
反
応
を
示
し
て
い
る
。
ま
づ
、
フ
ラ
ソ
ス
の
態
度
が
硬
化

し
た
一
連
の
直
接
的
動
機
を
あ
げ
て
見
よ
う
。



　
ま
づ
一
九
六
二
年
八
月
三
一
日
に
フ
ラ
ソ
ス
最
大
の
冷
蔵
庫
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
・
フ
ラ
ソ
ス
が
バ
リ
郊

外
の
冷
蔵
庫
工
場
の
従
業
員
三
、
一
〇
〇
人
の
中
六
八
五
人
の
一
時
解
雇
を
突
然
発
表
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
れ
か
ら
一
〇
日
後

に
別
の
ア
メ
リ
ヵ
の
会
杜
、
レ
ミ
ソ
ト
ソ
ラ
ソ
ド
・
フ
ラ
ソ
ス
が
リ
ョ
ソ
近
郊
の
工
場
を
縮
少
し
て
オ
ラ
ソ
ダ
に
集
中
す
る
た
め
、

労
働
者
一
、
二
〇
〇
名
中
八
○
○
名
を
四
ヵ
月
以
内
に
解
雇
す
る
と
発
表
し
た
。
こ
の
二
っ
の
事
件
は
労
働
組
合
を
中
心
と
し
て
フ

ラ
ソ
ス
経
済
界
を
硬
化
さ
せ
た
が
、
そ
れ
に
油
を
注
い
だ
の
が
ク
ラ
ィ
ス
ラ
ー
杜
に
よ
る
シ
ム
カ
の
の
っ
と
り
事
件
で
あ
る
。
ド
ゴ

ー
ル
が
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
を
拒
否
し
た
四
日
後
に
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
杜
は
シ
ム
カ
杜
の
買
収
を
発
表
し
た
。
ク
ラ
ス
ラ
ー
杜

は
従
来
シ
ム
カ
杜
の
株
式
の
二
五
％
を
所
有
し
て
い
た
が
、
今
回
そ
の
六
三
・
八
％
の
株
を
取
得
し
、
会
杜
の
支
配
権
を
完
全
に
獲

得
し
た
の
で
あ
る
。
更
に
そ
の
一
週
間
後
に
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル
・
リ
ビ
ー
食
品
会
杜
が
六
五
〇
万
ド
ル
を
投
じ
て
大
規
模
な
缶
詰
工
場

を
設
立
す
る
と
い
う
記
事
が
ル
・
モ
ソ
ド
紙
に
報
じ
ら
れ
、
ま
た
計
算
機
を
製
造
し
て
い
る
マ
シ
ー
ソ
・
ブ
ル
杜
が
経
営
難
に
お
ち

い
っ
た
の
を
契
機
に
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
が
経
営
参
加
を
申
入
れ
、
一
度
は
拒
否
さ
れ
た
が
、
契
約
に
成
功
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
一
連
の
動
き
が
き
っ
か
げ
に
な
っ
て
フ
ラ
ソ
ス
の
ア
メ
リ
ヵ
資
本
に
対
す
る
反
淡
が
強
く
な
っ
て
さ
た
の
で
あ
る
。

　
六
三
年
五
月
二
七
日
に
ポ
ソ
ピ
ド
ゥ
ー
、
仏
首
相
は
次
の
よ
う
な
華
言
を
行
な
っ
て
い
る
。
　
「
外
国
汽
本
に
関
し
て
い
え
ぼ
、
フ

ラ
ソ
ス
は
こ
れ
に
対
し
て
敵
意
を
も
っ
て
い
な
い
。
逆
に
フ
ラ
ソ
ス
は
外
国
に
よ
っ
て
投
妖
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
外
岡
貧

本
を
優
遇
し
ｔ
き
た
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
は
特
定
の
地
方
、
又
は
特
定
の
産
業
分
野
が
外
同
資
本
、
例
え
ぼ
ア
メ
リ
ヵ
資
本
に
よ
っ

て
完
全
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
は
欲
し
て
い
な
い
。
何
故
な
ら
ぼ
ア
メ
リ
カ
の
会
杜
は
世
界
的
規
模
で
投
賞
政
策
を
樹
て
る
か
ら
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

る
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
こ
の
よ
う
な
独
占
を
避
け
る
た
め
外
資
の
規
制
を
必
要
と
し
て
い
る
」

　
以
上
フ
ラ
ソ
ス
が
外
資
に
ー
対
し
て
警
戒
的
に
な
っ
て
き
た
事
例
を
あ
げ
た
が
、
そ
の
背
後
に
あ
る
経
済
的
珊
山
と
し
て
奥
村
茂
次

　
　
　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
資
本
移
動
自
由
化
並
び
に
企
業
提
携
と
そ
れ
に
附
随
す
る
諸
問
題
（
清
水
）
　
　
　
　
　
三
五
　
（
七
三
三
）



●

　
　
　
立
命
嬉
経
済
学
（
第
十
四
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
（
七
三
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

氏
は
四
っ
程
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
即
ち
、
○
ｏ
ア
メ
リ
ヵ
の
投
資
は
そ
の
量
と
し
て
は
そ
れ
程
大
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
基
幹
産
業
に

集
中
し
て
い
る
こ
と
、
似
ア
メ
リ
カ
資
本
の
巨
大
さ
と
、
そ
れ
に
ひ
き
か
え
て
フ
ラ
ソ
ス
大
企
業
の
規
模
が
相
対
的
に
少
さ
く
、
競

争
上
不
利
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
こ
と
、
閉
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ッ
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
政
策
と
し
て
本
杜
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
中
央
集
権
的
管
理

の
も
と
に
海
外
子
会
杜
が
お
か
れ
、
本
杜
へ
の
従
属
性
が
っ
よ
ま
る
こ
と
、
↑
り
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
資
本
の
政
策
は
フ
ラ
ソ
ス
政

府
の
資
本
主
義
的
「
誘
導
的
」
計
画
化
と
両
立
し
な
い
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
ヵ
資
本
が
重
要
産
業
に
集
中
し
て

い
る
例
は
一
篤
八
表
〕
、
　
〔
第
九
表
〕
に
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
四
っ
の
理
由
に
更
に
次
の
よ
う
な
政
治
的
事
情
も
っ
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
っ
ま
り
ア
メ
リ
ヵ
資
本
に

対
す
る
反
漉
が
強
く
な
っ
て
き
た
の
は
六
二
年
、
六
三
年
頃
か
ら
で
あ
る
。
最
初
に
ア
メ
リ
ヵ
資
本
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
警
戒
心

配
に
）

支
産
在

の
生
現

国
全
４
月

外
が
Ｆ

て
産
搬

い
生
１
９

お
の
（

に
業

ス
産
率
一

ソ
る
比

ラ
あ
る

フ
に
め

　
下
占

〕表”甘

業
に
比

企
産
る

国
生
め

外
の
占
率

％
ｏ
０１

９
５

９
０

８
０

７
０

６
５

６
５

６
０

５
０

５
０

５
０

５
０

４
０

３
５

２
０

２
０

２
０

２
０

１
５

業
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＝
’

」
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ノ

一
糾一

業幾杉

克
一

－
　
’

ケ

’
　
　
一

１

＊
クツラブ

●

ンポ□
カ

パ
ゴ成合

　
＊グ

械
器
）

　
　
　
　
売

　
　
幾

ン
　
　
　
宇

機
信
恢

リ　
　
通
打

　
業

ア
　
気

べ
農
兎
石

＊

－
タ

ーベレ
ユ

灯
械

機務

押
イ

亙
事
タ

が
ルバ

品部用車動白

ンヨジビレテ
●

オジラ
　
　
　
　
ホ
　
　
＊

具
具
具
）
車

　
　
　
　
製

　
　
器
占

　
　
　
　
ぴ

　
　
　
・
ｈ
幼

　
　
　
　
、
打

　
　
械

家
玩
機
石
ｏ

２
・

３
４
　
　
一
Ｌ
ｏ
　
（
ｏ

７
’
　
ｏ
◎

９

１
０

ｕ
１
２

１
３

１
４

１
５

１
６

１
７

１
８

１
９

業
娩

産
肋

喝
６

ｎ
伽

め
肋占

を
．
．位

山
肥

↓
Ｌ
一
〇

的
討

配
１
ｍ

岐
加

カカ
ｗ

リ
　
ｎ

メ
屹

ア
Ａ

は印
所

“
出

２５皿乱６〃

閉
Ｆ加〃

２
刎“

〃〃ｄ〃

．
ｚ

Ｄ

が
で
て
き
た
の
は
一
九
六
二
年

八
月
の
事
件
か
ら
で
あ
っ
た
。

丁
度
半
年
前
ケ
ネ
デ
ィ
に
よ
る

大
西
洋
共
同
体
構
想
が
公
げ
に

さ
れ
、
そ
の
一
蝶
と
し
て
イ
ギ

リ
ス
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
交
渉
が
六

二
年
を
通
し
て
行
な
わ
れ
て
い

る
。
　
（
少
な
く
と
も
フ
ラ
ン
ス
は

こ
の
加
撒
交
渉
を
ケ
ネ
デ
ィ
の
グ
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一

イ
　
一
　
ノ
ラ
　
　
レ

　
　
　
　
　
タ

オ
モ
グ
・
　
　
エ

　
・
　
ソ
　
ソ
　
　
　
・

ル
ル
チ
カ
ポ
ス

　
、
フ
ス
リ
Ｋ
チ

ビ
ネ
　
ェ
メ
　
　
一

モ
ゼ
ウ
ア
甘
オ

８

　
　
１
１
　
１
■
　
１
■
　
１

ツクダロブ
●

ソー
コ１

グンリアベ
■

－
ラ

ー
口

●

ソケムイチ

ソトー
ノ

ルブンアギ
●

ドンア
●

□
タ

ク
一

ｐプ

グソニイマ
●

タソネ

、
、
、

ン｝
レク

－タスジレ
●

ユシツヤキ
●

ルナ
ヨシナ

－
リナ｝シマ

●

－ユシ
●

ドツテイナユ

アソイアフプ一
ｅ
ｒ

ス
蝸

ル
舵

一
出

ヤ
町

チ
Ｗ

ドイバカ．
ｆ

ソ
　
ｕ

　
ａ
オ
ｈ

　
ｅ二
ｍ

ユ
Ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
一
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
一

る
フ
ラ
ソ
ス
の
要
求
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
珊
事
会
に
捉
出
さ
れ
た
が
、
当
時
フ
ラ
ソ
ス
が
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
を
拒
否
し
た
こ
と
が
原
囚

で
理
班
く
ム
は
一
極
の
虚
脱
状
態
に
あ
り
、
フ
ラ
ソ
ス
の
提
案
は
冷
た
く
あ
し
ら
わ
れ
た
が
、
一
応
第
三
国
か
ら
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
向
け
投
賓

　
　
　
．
Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
費
本
移
動
白
由
化
並
び
に
企
業
提
携
と
そ
れ
に
附
随
す
る
諾
問
題
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
三
七
　
（
七
三
五
）

８４叫ａ○れ

閉
亙伽材”伽就２〃犯ー工０６かＤ

６
３〃＆〃

．
〃〃ひ

伽
功〃乃加ｗ汕

ｕＡ所

ラ
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン
ル
一
環
と
考
え
て
い
る

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
）
。
イ
ギ
リ

ス
の
加
盟
交
渉
は
ア
ソ
グ
ロ
・
サ
ク
ソ

ソ
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
浸
透
に
反
対
す
る
ド
ゴ
ー

ル
の
手
で
ほ
う
む
り
さ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
と
全
く
軌
を
一
に
し
て
六
二

年
頃
か
ら
露
骨
化
し
て
来
た
ア
メ
リ
カ

資
本
の
対
Ｅ
Ｅ
Ｃ
浸
透
は
ア
メ
リ
カ
資

本
の
代
弁
者
の
え
が
い
た
グ
ラ
ソ
ド
・

デ
ザ
イ
ソ
の
も
う
一
つ
の
一
環
と
し
て

フ
ラ
ン
ス
に
は
映
じ
た
で
あ
ろ
う
。
フ

ラ
ソ
ス
の
ア
メ
リ
カ
資
本
に
対
す
る
規

例
要
求
の
背
後
に
こ
の
よ
う
な
事
情
も

加
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
費
本
を
規
制
す
べ
し
と
す



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
、
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
（
七
三
六
）

白
書
の
よ
う
な
も
の
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
西
ド
イ
ツ
及
び
イ
タ
リ
ー
の
蔵
相
は
、
は
っ
き
り
ア
メ
リ
カ
向
き
の
態
度

を
表
明
し
、
外
資
を
規
制
し
よ
う
と
す
る
如
何
な
る
措
置
も
資
本
移
動
の
自
由
と
い
う
精
神
に
反
す
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
六
四
年
以
降
に
な
る
と
他
の
国
も
フ
ラ
ソ
ス
の
意
見
に
同
調
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
ド
イ
ツ
チ
ェ
．
バ
ソ
ク
の

頭
取
ア
プ
ス
氏
の
塞
言
は
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
げ
だ
し
彼
は
外
資
流
入
に
対
し
最
も
自
由
な
政
策
を
と
る
こ
と
を
主
張
し
て

い
た
人
物
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
　
「
西
ド
ィ
ツ
国
内
に
お
げ
る
外
国
企
業
が
西
ド
ィ
ツ
経
済
に
有
益
な
役
割
を
果
し
て
い
る

点
は
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
し
か
し
な
お
、
外
国
企
業
の
西
ド
ィ
ツ
に
お
け
る
活
動
に
対
し
て
は
、
十
分
敬
一
一
旨
戒
し
な
け
れ

ぼ
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
等
閑
視
す
る
の
は
適
当
で
な
い
。
あ
る
国
が
巨
額
な
国
際
収
支
赤
字
を
出
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

続
き
、
西
ド
イ
ツ
に
か
な
り
の
額
の
直
接
投
資
を
つ
づ
け
て
い
る
と
い
う
事
実
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
」
。

　
　
（
１
）
　
－
○
胃
毒
〆
一
ま
専
§
ミ
き
ミ
§
べ
ぎ
ミ
吻
ざ
吻
§
§
サ
導
§
鷺
、
§
　
Ｐ
Ｈ
§

　
　
（
２
）
　
奥
村
茂
次
「
ア
メ
リ
カ
資
本
の
対
Ｅ
Ｅ
Ｃ
遊
出
」
　
『
経
済
評
論
』
一
九
六
亙
年
二
一
月
号

　
　
（
３
）
　
平
尾
光
司
「
西
欧
に
み
る
外
資
政
策
の
動
向
と
背
批
」
　
『
ア
ナ
リ
ス
ト
』
一
九
六
五
年
五
月
号

　
　
　
　
　
　
Ｅ
　
欧
州
資
本
市
場
の
変
貌

　
一
九
五
八
年
の
通
貨
交
換
性
の
自
出
化
、
Ｏ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
、
及
び
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
資
本
取
引
ｎ
由
化
の
一
連
の
推
置
に
よ
っ
て
欧
州
諾
同
閉

で
外
国
証
券
の
購
入
が
可
能
と
な
り
、
証
券
取
引
所
で
は
外
国
証
券
が
上
場
さ
れ
て
沽
淡
に
取
引
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
一
一
一
口
及
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
炊
州
に
お
げ
る
外
贋
売
行
市
場
は
ロ
ソ
ド
ソ
、
ス
ィ
ス
を
除
け
ぼ
、
ま
だ
あ
ま
り
発
災
し
て
い

な
い
。
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
筑
木
移
動
ｎ
由
化
命
令
に
よ
っ
て
も
外
国
企
茱
が
Ｅ
Ｅ
Ｃ
国
内
で
証
券
を
発
行
、
売
出
し
を
す
る
の
は
条
件
付
ｎ

由
化
と
な
っ
て
お
り
、
制
眼
を
推
持
す
る
こ
と
が
で
き
、
実
際
｛
欧
渚
国
で
は
外
雌
市
場
の
売
映
を
肌
害
し
て
い
る
多
く
の
け
政
的



規
則
が
存
在
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
一
九
六
三
年
七
月
、
ド
ル
防
衛
対
策
の
一
環
と
し
て
ア
メ
リ
ヵ
の
居
住
者
が
外
国
証
券
を
購
入
す
る
場
合
に
利
子
平
衡

税
（
葦
ｏ
曇
け
８
§
竃
き
冒
↑
翼
）
を
課
す
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
れ
は
直
接
投
資
に
は
殆
ん
ど
影
響
を
与
え
な
い
が
、
純
然
た
る
証

券
投
資
を
妨
げ
、
ア
メ
リ
ヵ
に
お
げ
る
外
債
発
行
を
事
実
上
不
可
能
と
す
る
に
到
っ
た
。
こ
れ
に
代
る
も
の
と
し
て
西
欧
資
本
市
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
再
び
肝
光
を
あ
び
て
き
っ
っ
あ
る
。
主
要
な
市
場
は
ロ
ソ
ド

）年
６
４

１
９（行発債外るけおにソイド〕表

１
０第〔

数柄銘

礫

発
１
０

杜
国

学

借
借

，
市

残
，

灘
瀞

レ
レ
り
付

い
～
い
貸

艀
籔

（
）
（
Ｕ

（
）
５

Ｆ
Ｏ
ｎ
６

○
よ

ｏ
ｏ
昌

，
＾
ソ

２

市ンゲ「ハンベコ

一
つ

ヨ
作

の
が

１
６
道

め
鉄

た
営

の
国

融
の

金
バ
杜

靹
ツ
会

車
口
た

市－
ロスオ

つ
＾
　
　
　
４

１
↓
　
　
　
１
■

１
■
　
　
　
　
１
↓

１
■
　
　
　
　
１
■

Ｏ
●

５７

５

７
・

４

０

５
一

２

１０２

８

８
．

１

０５１

５

２
・

１

Ｏ０１

本

ドンラソイフ

鋼
　
行

鉄
　
　
銀

炭
　
資

石
体
投

州
同
州

欧
共
欧

クーマソデ

ア
発・

開
一
ン

タ
カソ

リ
行

イ
メ
銀

イフロユ
マ

一エウルノ

１
２８

３
．

２２計

８０２
い
』クンキン寸ノ

『」場市本資刊づ欧るす貌変「ム弓橋高所出

Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
資
本
移
動
自
由
化
並
び
に
企
業
提
携
と
そ
れ
に
附
随
す
る
諸
間
題

ソ
市
場
で
あ
る
が
、
西
ド
イ
ツ
で
も
最
近
外
廣
の
発
行
が
急
増

し
て
い
る
。
〔
第
一
〇
表
〕
は
西
ド
ィ
ツ
に
お
げ
る
外
廣
発
行
を

示
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
西
欧
資
本
市
場
の
動
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
西

欧
の
資
本
調
達
に
は
各
国
内
市
場
の
狭
隆
さ
か
ら
く
る
限
界
が

あ
る
。
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
複
数
通
貨
条
項
付

債
券
、
第
三
国
通
貨
建
債
券
、
欧
州
計
算
単
位
建
債
券
の
発
行

な
ど
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
ド
ィ
ツ
銀
行
頭
取
の
ヘ
ル
マ
ソ
．

ア
ブ
ス
（
患
旨
彗
■
－
声
亘
は
六
四
年
一
一
月
ア
プ
ス
提
案

な
る
提
案
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
国
際
的
な
銀
行
団
を
組

織
し
て
外
債
発
行
を
引
受
げ
、
そ
れ
を
各
国
に
割
当
て
よ
う
と

い
う
提
案
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
三
九
　
（
ヒ
三
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
六
号
）

　
西
欧
資
本
市
場
は
ま
だ
多
く
の
隆
路
を
も
っ
て
い
る
が
、

が
た
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
（
七
三
八
）

ア
メ
リ
カ
に
対
抗
し
て
世
界
金
融
の
中
心
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
努
力

；
　
競
争
と

協
定

　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
は
既
に
見
た
よ
う
に
一
国
的
規
模
の
市
場
の
か
わ
り
に
六
ヵ
国
的
規
模
の
単
一
市
場
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意

味
で
は
市
場
の
規
模
は
逢
か
に
大
き
く
な
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
。
こ
れ
で
も
っ
て
直
ち
に
大
市
場
の
実
現
と
い
う
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。
市
場
の
大
き
さ
　
　
こ
れ
は
そ
の
市
場
に
内
在
す
る
需
要
の
大
き
さ
と
見
て
も
よ
い
が
　
　
が
た
と
え
今
ま
で
の
六
倍
に

増
加
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
対
応
す
る
企
業
の
数
が
同
様
に
六
倍
に
な
っ
た
と
す
れ
ぼ
、
一
企
業
の
側
か
ら
見
て
決
し
て
大
市
場

の
実
現
で
は
な
い
。
そ
こ
に
お
げ
る
大
市
場
は
単
な
る
潜
在
的
可
能
性
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
り
、
逆
に
従
来
ま
で
の
自
己
の
市
場
が

外
国
の
企
業
に
よ
っ
て
お
び
や
か
さ
れ
、
市
場
規
模
が
縮
少
す
る
可
能
性
も
同
時
に
含
ま
れ
て
い
る
。
必
然
的
に
競
争
が
激
化
す
る
。

競
争
に
よ
っ
て
相
手
の
市
場
を
白
己
の
支
配
下
に
収
め
た
と
き
に
始
め
て
巨
大
市
場
に
よ
る
大
規
模
生
産
の
利
益
を
得
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
競
争
を
通
じ
て
の
市
場
の
拡
張
、
こ
れ
を
な
し
得
る
の
は
巨
大
企
業
で
あ
る
。
共
同
市
場
が
巨
大
企
業
の
利
益
を
お
し
進
め
る
た

め
に
出
来
た
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
は
こ
こ
に
あ
る
。
そ
し
て
巨
大
企
業
を
中
心
と
し
て
欧
州
の
産
業
界
は
再
編
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
再
編
成
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
な
わ
れ
る
か
を
見
よ
う
。

　
六
ヵ
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
内
部
に
、
か
な
り
有
利
な
コ
ス
ト
で
生
産
し
う
る
企
業
と
限
界
的
な
企
業
と
が
存
在
す
る
。
六
ヵ
国

の
内
部
で
経
済
的
国
境
を
と
り
は
ら
い
、
商
品
流
通
を
〔
由
に
す
る
こ
と
が
需
要
面
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を
生
む
だ
ろ
う
か
。
ま
ず



価
格
が
不
変
で
あ
る
場
合
に
は
需
要
の
量
は
か
わ
ら
な
い
。
し
か
し
需
要
者
の
平
面
的
拡
が
り
が
広
く
な
る
た
め
、
一
企
業
の
商
品

に
対
す
る
需
要
の
弾
力
性
は
増
加
す
る
。
し
た
が
っ
て
価
格
的
、
あ
る
い
は
非
価
格
的
た
競
争
に
お
い
て
少
し
で
も
他
に
ま
さ
っ
て

い
る
企
業
の
商
品
は
他
を
圧
し
て
伸
び
、
今
ま
で
国
家
的
保
護
の
も
と
に
存
在
し
得
た
限
界
的
産
業
は
も
は
や
存
立
し
得
な
く
な
る
。

こ
の
よ
う
な
弱
い
企
業
は
倒
産
し
、
消
減
す
る
か
、
巨
大
企
業
の
系
列
下
に
入
り
、
そ
の
特
殊
部
門
に
専
門
化
し
、
ま
た
は
吸
収
合

併
さ
れ
て
し
ま
う
か
以
外
に
な
い
の
で
あ
る
。

　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
発
足
以
来
、
ベ
ル
ギ
ー
で
も
オ
ラ
ソ
ダ
で
も
中
小
企
業
の
数
は
激
減
し
、
ま
た
フ
ラ
ソ
ス
で
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
発
足
二
年
足

ら
ず
の
問
に
約
九
千
の
中
小
企
業
が
姿
を
消
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
小
企
業
の
多
く
は
破
産
し
た
か
、
合
併
ま
た
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

吸
収
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
企
業
の
倒
産
は
更
に
一
都
大
企
業
に
ま
で
波
及
し
、
一
九
六
二
年
に
は
西
ド
イ
ツ
の

著
名
な
造
船
所
シ
ュ
リ
ー
カ
ー
が
倒
産
し
、
そ
の
他
ボ
ル
グ
ワ
ル
ト
白
動
車
工
場
、
シ
ー
ム
レ
ス
．
ス
ト
ツ
キ
ソ
グ
の
オ
パ
ｉ
ル
に

お
よ
ん
で
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
欧
州
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
い
わ
れ
た
マ
シ
ー
ソ
・
ブ
ル
杜
の
経
営
行
き
づ
ま
り
、
イ
タ
リ
ー
の
計
算
機
メ

ー
ヵ
１
、
オ
リ
ベ
ッ
テ
ィ
杜
、
化
学
工
業
の
モ
ソ
テ
ヵ
チ
ー
二
の
経
営
困
難
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
激
化
し
た
競
争
に
対
処
す
る
た
め
、
各
企
業
と
も
グ
ル
ー
プ
を
結
成
す
る
。
そ
し
て
企
業
の
再
編
成
が
各
国
内
的
規
模
．

で
・
あ
る
い
は
ま
た
Ｅ
Ｅ
Ｃ
的
規
模
で
、
更
に
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
を
越
え
た
国
際
的
規
模
で
、
大
企
業
を
中
心
に
お
し
進
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
生
産
の
集
中
、
カ
ル
テ
ル
、
ト
ラ
ス
ト
、
コ
ソ
チ
エ
ル
ソ
の
結
成
が
お
し
進
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
企
業
提
携
に
は

例
え
ぼ
ｎ
動
車
産
業
な
ら
ぼ
数
杜
の
白
動
車
産
業
会
杜
が
提
携
す
る
よ
う
た
、
同
一
産
業
問
の
水
平
的
集
中
と
、
鉄
鋼
メ
ー
ヵ
１
、

機
械
メ
ー
ヵ
１
、
販
売
業
者
が
提
携
す
る
よ
う
な
垂
直
的
集
中
と
い
っ
た
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
形
態
を
と
り
、
ま
た
捉
携
の
租
度
も
、

合
同
、
合
併
、
吸
収
、
販
売
協
定
、
合
弁
会
杜
の
設
立
、
多
数
株
取
得
に
よ
る
支
配
権
の
確
立
な
ど
と
い
っ
た
明
瞭
な
形
態
を
と
る

　
　
　
　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
資
本
移
動
自
由
化
並
び
に
企
業
提
携
と
そ
れ
に
附
随
す
る
諸
間
題
（
清
水
）
　
　
　
　
　
四
一
　
（
七
三
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
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四
巻
．
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四
二
　
（
七
四
〇
）

も
の
、
あ
る
い
は
秘
密
協
定
、
更
に
は
話
合
い
に
よ
る
暗
黙
の
了
解
、
紳
士
協
定
、
重
役
同
士
の
昼
食
会
に
お
け
る
話
合
い
で
結
ぼ

れ
た
約
束
と
い
っ
た
具
合
に
種
々
雑
多
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
企
業
提
携
は
後
述
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
独
占
法
に
従
っ
て
Ｅ
Ｅ
Ｃ
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
が
、
六
四
年
三
月
末
ま
で

に
届
げ
出
た
件
数
は
三
万
七
〇
〇
〇
件
に
達
し
て
い
る
。
し
か
し
実
際
の
提
携
お
よ
び
集
中
の
件
数
は
こ
の
数
字
を
更
に
上
回
る
も

の
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
一
々
調
べ
あ
げ
る
こ
と
も
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
例
え
し
ら
べ
あ
げ
た
と
し
て
も
、
優
に
千
頁
を
越
す

大
著
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
下
に
そ
の
ご
く
一
例
を
あ
げ
る
に
と
ど
め
る
。

　
自
動
車
産
業
に
お
い
て
は
ル
ノ
ー
と
ア
ル
フ
ァ
・
ロ
メ
オ
の
販
売
協
定
、
ダ
イ
ム
ラ
ー
・
ベ
ソ
ツ
に
よ
る
ア
ウ
ト
・
ウ
ニ
オ
ソ
の

吸
収
。
更
に
ベ
ソ
ツ
の
子
会
杜
と
な
っ
た
ア
ウ
ト
・
ウ
ニ
オ
ゾ
の
株
式
の
五
〇
％
の
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
に
よ
る
取
得
に
よ
る
フ

ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ソ
ー
ー
ダ
イ
ム
ラ
ー
・
ベ
ソ
ツ
・
グ
ル
ー
プ
の
形
成
。
西
ド
イ
ツ
の
Ｎ
Ｓ
Ｕ
と
シ
ム
カ
及
び
フ
ィ
ァ
ッ
ト
の
提
携
、

な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
に
ア
メ
リ
カ
の
ク
ラ
ィ
ス
ラ
ー
の
シ
ム
ヵ
乗
取
り
事
件
な
ど
も
あ
る
。
化
学
工
業
で
は
サ
ソ
ゴ
バ
ソ
と
ベ
シ
ネ

ー
の
提
携
、
ロ
ー
ヌ
・
プ
ラ
ー
ソ
と
セ
ル
テ
ッ
ク
ス
の
提
携
。
航
空
業
に
お
い
て
エ
ー
ル
・
フ
ラ
ソ
ス
、
ル
フ
ト
・
ハ
ソ
ザ
、
ザ
ベ

ナ
、
ア
リ
タ
リ
ァ
に
よ
る
エ
ア
・
ユ
ニ
オ
ソ
の
設
立
な
ど
が
あ
る
、
そ
の
他
に
も
電
機
郁
門
、
機
械
都
門
、
繊
維
榔
門
、
あ
る
い
は

商
業
部
門
に
お
い
て
も
大
き
な
動
き
が
あ
り
、
ま
た
中
小
企
業
同
志
の
合
同
も
か
な
り
行
わ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
成
立
に
よ
り
企

業
の
成
立
の
再
編
成
、
集
中
が
大
規
模
に
行
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
最
後
に
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
企
業
問
の
提
携
は
決
し
て
「
今
意
的
分
茱
」
と
い
っ
た
よ
う
な
の
ん
き
な
も
の

で
は
な
く
、
ま
さ
に
喰
う
か
喰
わ
れ
る
か
と
い
っ
た
激
し
い
競
争
を
媒
介
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
大
市
場
を
め
ぐ
る
競
争
は
今
後



ま
だ
続
く
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
１
）
　
大
蔵
省
Ｅ
Ｅ
Ｃ
研
究
会
編
『
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
全
貌
』
二
一
八
頁
参
照

三
　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
独
占
禁
止
法

　
　
　
　
　
　
Ａ
　
概
　
　
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

Ｅ
Ｅ
Ｃ
は
各
加
盟
国
問
の
経
済
的
霧
を
除
去
し
て
域
内
貿
場
の
自
由
化
、
し
た
が
つ
て
域
内
の
競
争
の
確
保
を
は
か
る
こ
と
が

一
つ
の
重
要
な
内
容
と
な
一
て
い
る
。
他
方
、
今
見
た
よ
う
に
…
内
に
お
い
て
資
本
の
集
中
、
企
業
者
問
の
何
ら
か
の
協
定
の

取
極
め
が
盛
に
行
な
わ
れ
て
い
る
・
こ
れ
ら
カ
ル
テ
ル
化
の
傾
向
に
対
し
て
…
は
如
何
に
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

一
ー
マ
条
約
は
第
三
条
に
お
い
て
競
争
誼
圭
一
さ
れ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
制
度
の
確
立
を
う
た
つ
て
お
り
、
更
に
第
八
五
条

九
〇
条
、
牛
に
八
五
条
・
八
六
条
で
独
占
禁
止
を
定
め
て
い
る
。
即
ち
、

第
八
五
条－

砧
縞
讐
峠
ポ
け
ギ
付
烈
篶
篶
洲
灯
舳
一
Ｈ
讐
讐
パ

　
同
市
場
と
両
立
せ
ず
、
禁
止
す
る
。

）
ａ

（）ｂ（）
Ｃ

（）ｄ（）
ｅ
（

購
入
価
格
、
販
売
価
格
ま
た
は
そ
の
他
の
取
引
条
件
の
直
接
ま
た
は
…
按
の
設
定

生
産
、
販
路
、
技
術
の
発
展
ま
た
は
投
資
の
制
限
ま
た
は
管
理

市
場
の
配
分
ま
た
は
供
給
源
の
配
分

取
引
の
相
手
方
に
対
し
・
同
種
の
供
給
物
に
関
し
て
異
な
る
条
件
を
適
用
し
て
、
そ
の
杣
子
方
を
祭
上
不
利
た
立
場
濤
く
も
の

商
品
の
性
質
上
ま
た
は
商
慣
習
上
、
契
約
の
対
象
と
関
連
の
な
い
商
品
の
抱
き
合
荏
給
を
牢
方
雀
嘩
る
こ
と
を
契
約
締
結
の
斥

Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
お
げ
る
資
本
移
動
自
由
化
並
び
に
企
業
提
携
と
そ
れ
に
艦
す
る
簡
題
一
渠
一
　
　
四
一
、
一
一
七
四
こ
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と
す
る
も
の

２
　
本
条
の
規
定
に
基
づ
き
禁
止
さ
れ
る
す
べ
て
の
協
定
ま
た
は
決
定
は
当
然
無
効
で
あ
る
。

３
　
た
だ
し
、
１
の
規
定
は
、
次
の
場
合
に
は
適
用
の
な
い
旨
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
１
　
事
業
者
問
の
あ
ら
ゆ
る
協
定
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の

　
１
　
事
業
老
団
体
の
あ
ら
ゆ
る
決
議
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の

　
１
　
あ
ら
ゆ
る
協
調
的
慣
行
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の

　
で
あ
っ
て
商
品
の
生
産
も
し
く
は
配
分
の
改
善
ま
た
は
技
術
的
も
し
く
は
経
済
的
進
歩
に
役
立
ち
、
か
っ
消
貴
者
が
そ
れ
か
ら
生
ず
る
利
益
に
公

　
正
に
均
て
ん
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
も
の
（
以
下
略
）

第
八
六
条

　
　
共
同
市
場
内
ま
た
は
そ
の
実
賃
的
部
分
に
お
い
て
白
己
の
優
越
的
地
位
を
不
当
に
利
用
す
る
よ
う
な
一
も
し
く
は
二
以
上
の
事
業
老
に
よ
る
行

為
は
、
撫
嗣
の
貿
易
が
そ
れ
に
吉
霧
を
う
け
る
眼
度
に
お
い
て
、
共
同
市
場
と
両
立
し
な
い
も
の
と
君
さ
れ
・
禁
止
さ
れ
る
。
一
以

　
下
略
）

第
八
七
条

－
亥
約
の
発
、
蟹
二
年
以
内
に
、
総
会
と
協
議
の
後
、
か
っ
、
委
員
会
の
提
案
に
警
き
全
会
一
致
に
吉
、
第
八
五
条
お
よ
び
第
八
六
条
に

　
定
め
る
原
則
の
適
用
の
た
め
の
適
当
な
規
則
ま
た
は
命
令
を
定
め
る
。
　
（
以
下
略
）

　
以
上
が
Ｅ
Ｅ
Ｃ
独
禁
法
の
某
礎
と
な
る
。
一
見
カ
ル
テ
ル
は
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
実
は
そ
う
で
な
く
・

二
段
が
ま
え
の
抜
け
道
が
こ
し
ら
え
て
あ
る
。
ま
づ
八
五
条
第
－
項
に
よ
り
、
貿
場
に
彫
響
す
る
お
そ
れ
の
な
い
も
の
、
共
同
市
場

内
の
競
争
の
妨
作
、
捌
映
、
歪
曲
を
も
た
ら
さ
な
い
と
判
断
さ
れ
る
カ
ル
テ
ル
は
こ
の
項
目
に
該
当
し
な
い
。
次
に
八
五
条
－
項
に

該
当
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
同
条
第
３
項
に
よ
り
、
そ
の
ヵ
ル
テ
ル
が
合
珊
化
に
役
立
っ
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
禁
止
の
適
用

を
受
け
な
い
の
で
あ
る
。



　
条
約
箪
八
七
条
に
も
と
づ
き
、
第
八
五
条
・
第
八
六
条
適
用
の
た
め
の
規
則
が
六
一
年
十
二
月
埋
事
会
で
採
択
さ
れ
、
翌
六
二
年

三
月
に
実
施
さ
れ
た
。
規
定
の
「
三
年
以
内
」
を
一
年
超
過
し
、
難
行
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
規
則
は
「
ロ
ー
マ
条
約

第
八
五
条
お
よ
び
第
八
六
条
の
第
一
次
施
行
規
則
」
　
（
訂
肩
¢
邑
睾
寄
腎
昌
雪
け
ｐ
、
宮
呂
ｏ
き
。
づ
箒
。
。
声
、
饒
。
庁
。
。
・
◎
蜆
卑
・
。
ｏ
ｑ
巨
弓
邑
蒜

箒
寄
ヨ
ｏ
）
、
通
常
理
事
会
規
則
第
一
七
号
と
呼
ば
れ
る
。

　
右
に
述
べ
た
二
段
が
ま
え
の
抜
げ
道
は
規
則
第
一
七
号
で
は
第
二
条
の
非
該
当
証
明
と
第
四
条
　
箪
八
条
の
適
用
除
外
と
に
具
体

化
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
第
二
条
は
、
い
わ
ゆ
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ク
リ
ァ
ラ
ソ
ス
条
項
（
葦
巽
き
昌
目
紛
ｇ
、
く
ｏ
　
統
一
的
な
訳
語
は
な

い
が
、
ネ
ヵ
テ
ィ
ブ
・
ク
リ
ァ
ラ
ン
ス
、
非
該
当
証
明
、
否
定
証
明
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
）
で
あ
り
、
委
員
会
が
、
企
業
か
ら
中
請
が
あ
っ

た
場
合
、
そ
の
協
定
、
決
定
、
慣
行
が
条
約
第
八
五
条
第
－
項
ま
た
は
第
八
六
条
に
よ
っ
て
介
入
さ
れ
る
理
由
が
な
い
こ
と
を
認
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
　
こ
の
ネ
ガ
チ
ィ
ブ
・
ク
リ
ァ
ラ
ソ
ス
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
届
げ
出
で
に
よ
り
（
既
存
の
協
定
お
よ
び
新
挑

の
脇
定
は
届
げ
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
）
非
適
用
宣
言
を
受
げ
る
こ
と
が
で
さ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ネ
ガ
チ
ィ
ブ
・
ク
リ
ァ
ラ
ソ
ス

も
、
非
適
用
宣
言
も
得
ら
れ
な
い
協
定
は
は
じ
め
て
第
八
五
条
第
－
項
ま
た
は
第
八
六
条
に
抵
触
す
る
こ
と
に
な
り
、
「
当
然
無
効
」

と
な
る
。

　
規
則
第
一
七
号
の
そ
の
他
の
条
項
で
重
要
な
規
定
を
ひ
ろ
っ
て
見
る
。
第
二
条
で
上
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ク
リ
ァ
ラ
ソ
ス
の
認
定
は

委
員
会
が
行
な
う
が
非
適
用
宣
言
も
第
九
条
に
よ
る
と
委
員
会
が
そ
の
宣
言
を
行
な
う
専
属
権
限
を
も
っ
て
い
る
。
か
く
し
て
Ｅ
Ｅ

Ｃ
独
占
法
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
理
事
会
で
も
な
く
、
ま
た
加
盟
国
政
府
や
、
裁
判
所
で
も
な
く
、
委
貝
会
に
大
巾
の
権
限
が
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

え
ら
れ
て
い
る
点
が
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
そ
れ
に
関
連
し
て
こ
の
規
則
は
強
制
力
を
有
す
る
と
共
に
全
加
盟
国
に
お
い
て
直
接

し
適
用
さ
れ
る
（
第
二
四
条
）
。
強
制
力
を
有
す
る
裏
づ
げ
と
し
て
高
額
の
過
料
や
履
行
強
制
金
が
課
さ
れ
て
い
る
（
塘
一
五
条
．
第
一

　
　
　
　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
資
本
移
動
自
由
化
並
び
に
企
業
提
携
と
そ
れ
に
附
随
す
る
諸
問
題
（
清
水
）
　
　
　
　
　
四
五
　
（
七
四
三
）
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六
条
）
こ
と
も
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
Ｂ
　
法
　
の
　
適
　
用

　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
独
禁
法
は
多
く
の
点
で
あ
い
ま
い
な
点
を
蔵
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
点
は
今
後
委
員
会
の
決
定
、
裁
判
所
の
判
決
な
ど

に
よ
り
判
例
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
最
初
の
も
の
は
ボ
ツ
シ
ュ
・
ケ
ー
ス
（
亭
ｏ
巾
易
争
ｏ
轟
ｏ
）
と
い
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
規
則
第
一
七
号
が
実
施
さ
れ
る
以
前
の
過
渡
的
な
場
合
の
処
理
の
例
で
あ
る
。
っ
ま
り
ロ
ー
マ
条
約
が
効
力

を
発
生
す
る
と
同
時
に
町
条
約
の
第
八
五
条
・
第
八
六
条
は
直
ち
に
適
用
可
能
な
力
を
も
っ
た
法
と
な
る
の
か
ど
う
か
・
も
し
そ
う

と
す
れ
ぼ
第
八
五
条
第
－
項
に
該
当
す
る
既
存
の
ヵ
ル
テ
ル
は
第
２
項
に
し
た
が
っ
て
「
当
然
無
効
」
に
な
る
か
ど
う
か
と
い
う
問

題
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
い
ノ
い
て
ボ
ツ
シ
ユ
・
ヶ
ー
ス
が
最
初
の
判
例
と
な
っ
た
。
ポ
ッ
シ
ュ
は
西
ド
ィ
ツ
の
電

気
製
品
の
メ
ー
ヵ
ー
で
Ｅ
Ｅ
Ｃ
域
内
各
国
に
総
代
理
店
を
お
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
で
独
占
的
に
販
売
を
行
な
わ
せ
、
外
国
に
は
再

輸
出
で
き
な
い
よ
う
な
契
約
を
結
ん
で
い
た
。
オ
ラ
ソ
ダ
に
お
け
る
総
代
理
店
は
く
彗
里
甘
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
オ
ラ
ン
ダ
の

商
杜
一
Ｕ
０
０
０
易
俸
目
昌
９
ぎ
需
ａ
が
ド
イ
ツ
の
販
売
店
か
ら
電
気
冷
蔵
庫
を
輸
入
し
て
オ
ラ
ソ
ダ
内
で
販
売
し
始
め
た
。
団
Ｏ
。
。
Ｏ
プ

と
く
彗
霞
甘
杜
は
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
易
杜
に
対
し
、
そ
の
行
為
を
停
止
す
る
よ
う
勧
告
し
、
　
雪
官
杜
が
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
独
占
的
輸

入
販
売
権
を
所
有
し
て
い
る
む
ね
通
知
し
た
。
　
Ｏ
ｏ
Ｏ
・
ｏ
易
杜
は
そ
の
よ
う
な
独
占
的
販
売
契
約
は
ロ
ー
マ
条
約
第
八
五
条
違
反
で

あ
り
、
当
然
無
効
で
あ
る
と
主
張
し
て
譲
ら
ず
、
遂
に
提
訴
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
ロ
ツ
テ
ル
ダ
ム
裁
判
所
の
第
一
霧
に
敗
れ
た
９

０
。
賞
。
。
杜
は
へ
ー
グ
の
控
訴
院
に
提
訴
し
た
。
へ
ー
グ
控
訴
院
は
ロ
ー
マ
条
約
第
一
七
七
条
に
し
た
が
っ
て
Ｅ
Ｅ
Ｃ
裁
判
所
に
意
見

を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
す
る
Ｅ
Ｅ
Ｃ
裁
判
所
の
判
決
が
六
二
年
四
月
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ロ
ー
マ
条
約
第
八
五

条
は
条
約
が
発
効
し
た
時
か
ら
原
則
と
し
て
適
用
し
う
る
。
し
か
し
条
約
八
八
条
お
よ
び
八
九
条
は
仮
の
規
定
で
あ
り
、
第
八
五
条



の
実
施
を
定
全
に
行
な
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
条
約
発
効
後
も
第
八
五
条
は
完
全
な
効
力
を
持
た
ず
、
禁
止
さ
れ
て
い

る
協
定
を
無
効
に
す
る
力
を
持
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
第
一
次
施
行
規
則
の
実
施
以
前
に
お
い
て
は
条
約
第
八
八
条
に
し
た
が
っ
て

加
盟
国
政
府
が
決
定
を
下
し
た
場
合
に
無
効
と
な
り
、
施
行
規
則
発
効
後
は
規
則
第
五
条
に
、
し
た
が
っ
て
委
員
会
に
届
出
を
行
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

委
員
会
が
許
可
し
な
い
場
合
に
無
効
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
ボ
ッ
シ
ュ
．
ヶ
－
ス
は
規
則
第
一
七
号
が
発
効
す
る
ま
で
の
問
題
で
あ
り
、
今
後
の
判
例
に
ー
な
る
と
い
う
類
の
も
の
で
は
な
い
。

　
今
後
の
問
題
と
し
て
は
規
則
第
一
七
号
の
運
用
が
問
題
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
規
則
で
は
協
定
等
は
既
存
の
も
の
も
新
規
の
も

の
も
委
員
会
に
届
げ
出
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ク
リ
ァ
ラ
ソ
ス
、
ま
た
は
非
適
用
宣
言
を
受
け
る
こ
と
に
・
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

っ
て
い
る
。
六
四
年
三
月
末
ま
で
に
屈
け
出
で
を
行
な
っ
た
協
定
は
実
に
三
万
七
千
件
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
審
議
は
困
難
を
き
わ

め
、
委
員
会
で
は
審
議
の
緊
急
度
に
わ
げ
て
順
位
を
き
め
る
と
共
に
ー
届
げ
出
が
随
意
と
な
っ
て
い
る
協
定
は
、
堀
げ
出
を
六
六
年
末

ま
で
延
期
す
る
（
規
則
第
一
一
八
号
の
制
定
）
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
届
け
出
の
特
徴
は
第
一
は
金
属
．
化
学
部
門
が
全

体
の
八
○
％
以
上
を
占
め
、
基
軸
産
業
の
カ
ル
テ
ル
化
が
多
い
と
い
う
こ
と
、
第
二
は
三
万
件
以
上
が
ボ
ツ
シ
ユ
．
ケ
ー
ス
に
見
ら

れ
た
よ
う
な
代
理
店
契
約
で
あ
る
点
で
あ
る
。

　
総
代
理
店
の
排
他
的
販
売
契
約
は
欧
州
に
お
い
て
は
か
な
り
一
般
的
に
ゆ
き
わ
た
っ
て
お
り
、
ポ
ツ
シ
ユ
．
ケ
ー
ス
は
過
渡
的
な

ヶ
ー
ス
と
し
て
処
理
さ
れ
た
が
、
総
代
理
店
契
約
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ク
リ
ァ
ラ
ソ
ス
を
得
ら
れ
る
か
否
か
は
多
く
の
人
の
注
目
す
る

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
委
員
会
の
最
初
の
決
定
が
六
四
年
三
月
発
表
さ
れ
、
同
様
な
ヶ
ー
ス
に
対
す
る
先
例
を
っ
く
っ

た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
は
フ
ラ
ソ
ス
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
遣
会
杜
グ
ロ
フ
ィ
レ
杜
（
９
易
彗
異
）
と
ス
ィ
ス
の
フ
ィ
リ
シ
ユ
ト
ル
フ
杜
（
昌
－
。
。
け
。
、
｛
）

　
　
　
　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
資
本
移
動
自
由
化
並
び
に
企
業
提
携
と
そ
れ
に
附
随
す
る
諸
問
題
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
四
七
　
（
七
四
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
（
七
四
六
）

と
の
問
の
排
他
的
販
売
契
約
で
あ
る
。
契
約
に
よ
れ
ぼ
グ
ロ
フ
ィ
レ
杜
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
ス
イ
ス
に
お
い
て
は
フ
ィ
リ
シ
ュ

ト
ル
フ
杜
を
通
じ
て
の
み
販
売
で
き
る
と
い
う
も
の
で
、
た
だ
し
ス
ィ
ス
以
外
に
再
輸
出
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
条
項
も
含
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
契
約
が
規
則
第
一
七
号
二
条
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ク
リ
ァ
ラ
ン
ス
を
う
る
た
め
申
請
が
出
さ
れ
て
い
た
が
、
委
員
会
は

こ
れ
に
対
し
、
ヵ
ル
テ
ル
お
よ
び
独
占
に
関
す
る
諮
問
委
員
会
に
は
か
っ
た
後
こ
の
契
約
は
ロ
ー
マ
条
約
第
八
五
条
第
－
項
に
違
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

し
な
い
と
決
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
総
代
理
店
契
約
が
委
員
会
に
よ
っ
て
違
反
を
宣
言
さ
れ
内
外
の
注
目
を
あ
び
た
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
グ
ル
ソ
デ
ッ
ヒ

．
コ
ソ
ス
タ
ソ
事
件
で
あ
る
。
フ
ラ
ソ
ス
の
輸
入
商
杜
コ
ソ
ス
タ
ソ
杜
（
Ｏ
◎
邑
彗
）
は
西
ド
イ
ツ
の
電
気
製
品
メ
ー
カ
ー
、
グ
ル
ン

デ
ツ
ヒ
杜
（
○
、
目
。
烏
）
と
次
の
よ
う
な
契
約
を
と
り
か
わ
し
た
。
コ
ン
ス
タ
ソ
杜
は
フ
ラ
ソ
ス
に
お
げ
る
グ
ル
ソ
デ
ッ
ヒ
の
総
代
理

店
と
な
り
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
テ
ー
プ
コ
ー
ダ
等
の
完
成
品
お
よ
び
部
品
を
独
占
的
に
輸
入
販
売
を
行
な
う
。
コ
ソ
ス
タ
ソ
は
他

杜
の
製
品
は
扱
わ
な
い
。
グ
ル
ソ
デ
ィ
ツ
ヒ
は
コ
ソ
ス
タ
ソ
と
契
約
し
た
地
域
内
に
は
直
接
に
も
問
接
に
も
同
杜
の
製
品
を
輸
出
し

な
い
。
コ
ソ
ス
タ
ン
も
直
接
．
間
接
を
問
わ
ず
契
約
地
域
外
に
再
輸
出
し
な
い
。
コ
ン
ス
タ
ソ
は
ク
ル
ソ
デ
ィ
ッ
ヒ
の
商
標
Ｇ
Ｉ
Ｎ

Ｔ
（
○
、
巨
旨
婁
胴
Ｈ
箏
叶
。
、
箏
與
巨
。
自
與
一
）
を
コ
ソ
ス
タ
ソ
の
名
で
フ
ラ
ソ
ス
で
登
録
す
る
。
　
（
し
た
が
っ
て
他
杜
が
グ
ル
ン
デ
ィ
ッ
ヒ
の
製
品
を
輪
入

販
売
す
れ
ぼ
商
標
違
反
に
な
る
）
。

　
こ
の
契
約
の
結
果
、
コ
ソ
ス
タ
ソ
杜
は
フ
ラ
ソ
ス
国
内
で
グ
ル
ソ
デ
ィ
ツ
ヒ
製
品
の
独
占
販
売
が
可
能
と
な
り
、
一
九
六
二
年
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

に
お
い
て
関
税
そ
の
他
の
税
を
控
除
し
て
も
ド
イ
ツ
よ
り
フ
ラ
ソ
ス
の
方
が
価
格
が
四
四
％
も
高
く
な
っ
た
。
こ
の
た
め
フ
ラ
ソ
ス

国
内
で
は
、
こ
の
契
約
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ド
ィ
ッ
の
商
杜
か
ら
グ
ル
ソ
デ
ィ
ツ
ヒ
製
品
を
輪
入
す
る
業
者
が
増
え
て
来
た
。
中
で

も
ユ
ネ
フ
ー
杜
（
０
。
。
。
一
蒙
弓
字
向
・
『
）
は
西
ド
イ
ツ
の
卸
売
商
か
ら
の
輸
入
を
大
々
的
に
行
な
い
始
め
た
。
コ
ソ
ス
タ
ソ
杜
は
ユ
ネ
フ



杜
を
代
理
店
契
約
侵
害
、
商
標
違
反
と
し
て
セ
ー
ヌ
地
方
裁
判
所
に
提
訴
し
、
そ
の
判
定
に
不
服
の
ユ
ネ
フ
杜
は
こ
の
契
約
は
ロ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

マ
条
約
八
五
条
に
よ
り
当
然
無
効
で
あ
る
と
し
て
パ
リ
高
裁
に
控
訴
し
た
と
こ
ろ
、
パ
リ
高
裁
は
こ
れ
を
Ｅ
Ｅ
Ｃ
委
員
会
の
判
断
に

委
ね
た
の
で
あ
る
。

　
委
員
会
は
グ
ル
ソ
デ
ィ
ッ
ヒ
・
コ
ソ
ス
タ
ソ
間
の
契
約
は
独
占
的
地
域
保
護
協
定
で
あ
り
、
完
全
な
市
場
分
割
協
定
で
あ
り
、
ロ

ー
マ
条
約
第
八
五
条
第
－
項
に
抵
触
し
、
ま
た
第
３
項
に
よ
る
適
用
除
外
を
認
め
る
わ
げ
に
い
か
な
い
と
決
定
し
た
。

　
以
上
総
代
理
店
契
約
に
関
す
る
二
・
三
の
判
例
を
紹
介
し
た
が
、
総
代
理
店
制
度
は
欧
州
で
は
か
な
り
一
般
化
さ
れ
た
商
慣
行
と

な
っ
て
お
り
、
グ
ル
ソ
デ
ィ
ッ
ヒ
・
コ
ソ
ス
タ
ソ
・
ヶ
ー
ス
が
一
っ
の
先
例
に
な
る
と
か
な
り
の
混
乱
が
生
ず
る
か
も
知
れ
な
い
。

更
に
競
争
排
除
が
同
一
ブ
ラ
ン
ド
の
製
品
同
志
に
ま
で
適
用
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
も
残
り
、
ま
た
、
さ
き
の
グ
ロ
フ
ィ
レ
ー
ー
フ

ィ
リ
シ
ュ
ト
ル
フ
・
ヶ
ー
ス
と
の
関
連
も
あ
り
、
如
何
な
る
総
代
理
店
が
禁
止
さ
れ
、
如
何
な
る
も
の
が
認
可
さ
れ
る
か
の
規
準
の

明
確
化
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
Ｃ
　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
独
禁
法
の
問
題
点

　
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
主
導
の
も
と
に
調
印
さ
れ
た
国
際
貿
易
憲
章
（
未
発
効
）
の
第
五
章
、
制
限
的
商
慣
行
を
定
め
た
第
四
六
条
に

国
際
貿
易
に
影
響
を
及
ぼ
す
商
慣
行
で
競
争
を
制
限
し
、
市
場
へ
の
参
加
を
制
限
し
、
独
占
的
支
配
を
助
長
す
る
も
の
を
防
止
す
る

こ
と
が
掲
げ
ら
れ
、
具
体
的
に
は
取
引
価
格
、
取
引
条
件
の
設
定
、
市
場
分
割
、
販
売
割
当
・
購
入
割
当
、
差
別
待
遇
、
生
産
割
当

な
ど
を
列
記
し
て
い
る
。
こ
の
国
際
貿
場
憲
章
は
国
際
的
規
模
で
の
独
占
禁
止
を
考
え
た
最
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
遂
に
目
の
目

を
見
ず
に
終
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
条
約
第
六
五
条
、
第
六
六
条
で
も
ヵ
ル
テ
ル
、
ト
ラ
ス
ト
を
原
則
と
し
て
禁
止
し
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
れ
が
ザ
ル
法
で
あ
る
こ
と
は
別
と
し
て
、
こ
れ
は
石
炭
と
鉄
鋼
の
み
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
際
的
規
模
で
全
産
業
都

　
　
　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
お
げ
る
資
本
移
動
自
由
化
並
び
に
企
業
提
携
と
そ
れ
に
附
随
す
る
諸
間
題
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
四
九
　
（
七
四
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
（
七
四
八
）

門
に
わ
た
っ
て
（
若
干
規
制
外
の
分
野
も
あ
る
）
有
効
な
独
禁
法
の
制
定
は
恐
ら
く
Ｅ
Ｅ
Ｃ
独
禁
法
が
始
め
て
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で

重
要
な
意
義
を
も
っ
。
し
か
も
こ
の
法
の
適
用
は
直
接
的
で
あ
り
、
か
っ
違
反
者
に
は
罰
金
を
課
す
こ
と
に
よ
り
法
的
強
制
力
も
持

っ
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
ま
さ
に
超
国
家
的
な
共
同
体
法
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
そ
れ
と
平
行
し
て
各
加
盟
国
に
そ
れ
ぞ
れ
国
内
法
と
し
て
の
独
禁
法
が
存
在
し
て
お
り
、
国
に
よ
っ
て
禁
止
の
度
合
も
異

　
　
　
　
（
５
）

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
国
内
独
禁
法
と
Ｅ
Ｅ
Ｃ
独
禁
法
と
の
問
の
関
係
は
ど
う
な
る
か
。
Ｅ
Ｅ
Ｃ
域
内
で
二
国
以
上
に
ま
た
が
っ

た
協
定
で
域
内
貿
易
に
影
響
を
与
え
る
類
の
も
の
、
即
ち
ロ
ー
マ
条
約
八
五
条
第
－
項
に
該
当
す
る
ヶ
－
ス
は
当
然
Ｅ
Ｅ
Ｃ
独
禁
法

の
適
用
を
受
け
、
他
の
ヶ
ー
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
法
で
処
理
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
手
続
上
の
問
題
が
残
る
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
こ
の
よ
う
な
ヵ
ル
テ
ル
禁
止
は
地
域
内
の
問
題
で
あ
っ
て
域
外
に
対
す
る
輸
出
ヵ
ル
テ
ル
は
容
認
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
判
断
の
裏
づ
げ
と
し
て
は
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
条
約
の
独
占
禁
止
条
項
が
域
外
輸
出
ヵ
ル
テ
ル
に
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
例
が
あ
る
。

こ
れ
は
有
名
な
ヶ
ー
ス
で
あ
る
が
、
ブ
リ
ッ
セ
ル
協
定
（
零
易
。
・
夢
望
詰
暮
ｏ
）
と
い
わ
れ
て
お
り
、
フ
ラ
ソ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ク

セ
ソ
ブ
ル
グ
、
西
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ソ
ダ
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
が
一
九
五
三
年
に
設
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
カ
ル
テ
ル
の
目
的
は
世

－
界
鉄
鋼
市
況
の
安
定
を
は
か
る
も
の
と
い
わ
れ
て
お
り
、
最
低
価
格
、
輸
出
割
当
、
支
払
条
件
な
ど
を
設
定
し
、
統
制
委
員
会
が
個

々
の
加
盟
業
者
の
違
反
に
対
し
調
査
を
し
て
い
た
。
こ
の
ブ
リ
ッ
セ
ル
協
定
に
対
し
、
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
最
高
機
関
は
一
九
五
三
年
六
月
に

次
の
よ
う
な
声
明
を
出
し
た
。
即
ち
、
ブ
リ
ッ
セ
ル
協
定
は
、
共
同
市
場
内
の
競
争
を
さ
ま
た
げ
、
制
限
し
、
ま
た
は
歪
曲
さ
せ
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
独
禁
法
も
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
先
例
に
し
た
が
っ
て
処

理
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
最
後
に
Ｅ
Ｅ
Ｃ
独
占
法
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
諸
国
内
で
は
独
禁
法
と
し
て
一
番
形
の
と
と
の
っ
て
い
る
西
ド
イ
ツ
の
競
争
制
限
禁
止
法
を
範



に
し
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
独
占
の
原
則
的
禁
止
主
義
に
立
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ロ
ー
マ
条
約
第
八

五
条
第
－
項
で
は
原
則
と
し
て
カ
ル
テ
ル
を
禁
止
し
な
が
ら
、
二
段
が
ま
え
の
抜
け
道
を
こ
し
ら
え
て
い
る
。
し
か
も
現
在
ま
で
の

届
げ
出
を
行
な
っ
た
協
定
の
大
都
分
は
総
代
理
店
契
約
で
あ
っ
た
。
概
し
て
ヵ
ル
テ
ル
の
実
体
は
秘
密
協
定
的
な
も
の
が
多
い
。
し

た
が
っ
て
こ
れ
で
ど
の
程
度
カ
ル
テ
ル
を
取
締
り
得
る
か
は
疑
問
で
あ
る
（
尤
も
こ
れ
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
独
禁
法
の
み
の
も
っ
問
題
で
は
な
い
が
）
。

更
に
Ｅ
Ｅ
Ｃ
独
禁
法
で
は
カ
ル
テ
ル
は
禁
止
し
て
い
る
と
し
て
も
、
独
占
の
程
度
の
も
っ
と
高
い
ト
ラ
ス
ト
や
コ
ソ
ツ
ェ
ル
ソ
に
つ

い
て
の
規
制
が
極
め
て
弱
く
、
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
条
約
第
八
六
条
が
ト
ラ
ス
ト
、
コ
ソ
ツ
ェ
ル
ソ
等
の
独
占
を
対
象
に
し

て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
内
で
白
己
の
「
支
配
的
地
位
」
を
「
不
当
に
利
用
」
し
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い

る
。
支
配
的
地
位
が
如
何
な
る
状
態
を
指
す
か
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
こ
と
は
既
に
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
規
則

第
一
七
号
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
　
声
貫
＆
ｏ
邑
温
胃
そ
の
他
の
コ
メ
ソ
テ
ー
ル
に
よ
る
と
支
配
的
状
態
と
は
「
供
給
、

価
格
、
品
質
等
に
お
い
て
優
勢
な
影
響
力
を
も
ち
、
あ
る
種
の
市
場
統
制
を
導
入
す
る
よ
う
な
も
の
」
で
あ
り
「
『
支
配
的
汰
地
位
」

と
か
『
優
勢
な
影
響
力
」
と
い
う
方
が
『
独
－
占
」
と
い
う
よ
り
一
屑
ま
と
を
得
た
表
現
」
で
あ
り
、
　
「
当
該
企
業
が
そ
の
企
茱
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

で
市
場
の
方
向
づ
け
を
な
し
う
る
よ
う
な
地
位
」
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
だ
西
ド
ィ
ツ
の
競
争
例
恨
禁
止
法
で
も
市
場
支
肥
的
事
業

者
の
濫
用
行
為
を
規
制
し
て
い
る
が
、
第
二
二
条
で
市
場
支
配
的
事
業
者
に
は
独
占
的
市
場
支
配
事
業
者
と
寡
占
的
市
場
支
配
箏
業

者
と
が
あ
る
と
な
し
、
前
者
は
「
特
定
の
種
類
の
商
品
若
し
く
は
役
務
に
関
し
、
競
争
者
を
も
た
ず
ま
た
は
実
賃
的
な
競
争
に
血
而

し
て
い
な
い
」
も
の
を
い
い
、
後
者
は
「
二
ま
た
は
二
以
上
の
事
業
者
の
閉
に
、
特
定
の
種
類
の
商
品
も
し
く
は
役
務
に
閑
し
、
一

般
的
に
ま
た
は
特
定
の
市
場
に
お
い
て
事
実
上
の
理
由
か
ら
実
賃
的
な
競
争
が
存
在
せ
ず
、
か
っ
こ
れ
ら
箏
業
者
が
全
体
と
し
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

独
占
的
市
場
支
配
的
事
業
者
の
要
件
を
充
足
す
る
事
業
者
を
い
う
（
第
二
十
二
条
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
分
る
よ
う
に

　
　
　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
資
本
移
動
自
由
化
並
び
に
企
業
提
携
と
そ
れ
に
附
随
す
る
諸
間
題
（
清
水
）
　
　
　
　
　
五
一
　
（
七
四
九
）

●



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
（
七
五
〇
）

市
場
支
配
的
地
位
と
は
ト
ラ
ス
ト
、
コ
ン
ツ
エ
ル
ン
の
よ
う
に
、
カ
ル
テ
ル
よ
り
は
も
っ
と
結
合
度
の
強
い
、
企
業
の
集
中
・
あ
る

い
は
独
占
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｅ
Ｅ
Ｃ
内
に
お
げ
る
独
占
の
強
化
、
企
業
の
集
中
・
提
携
と
い
う
場
合
、
こ
ち
ら
の
方
が
問
題

で
あ
る
筈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
市
場
支
配
的
行
為
に
対
し
て
は
、
そ
の
行
為
そ
の
も
の
は
規
制
せ
ず
、
白
己
の
支
配
的
地
位
を

「
不
当
に
利
用
す
る
」
行
為
を
禁
止
し
て
い
る
。
却
ち
こ
こ
で
は
独
占
の
禁
止
で
は
な
く
、
そ
の
幣
害
防
止
と
い
う
立
場
に
立
っ
て

い
る
。

　
か
く
し
て
ロ
ー
マ
条
約
第
八
五
条
お
よ
び
第
八
六
条
は
強
力
な
独
占
規
制
条
項
で
は
な
い
と
い
う
結
論
に
な
る
。
た
し
か
に
Ｅ
Ｅ

Ｃ
は
域
内
関
税
の
撤
廃
　
　
そ
の
限
り
で
は
域
内
の
独
占
度
の
低
下
、
競
争
の
激
化
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
競
争
を
通
じ
て
の

経
済
力
の
強
化
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
競
争
の
保
証
を
法
制
面
か
ら
一
琴
っ
げ
よ
う
と
し
た
の
が
ロ
ー
マ
条
約
第
八
五

条
．
第
八
六
条
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
同
条
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
関
税
同
盟
の
盾
の
半
面
で
あ
る
と
い
え
な
い
こ
と
は
な
い
・
し

か
し
同
時
に
Ｅ
Ｅ
Ｃ
は
経
済
力
の
強
化
を
ね
ら
う
巨
大
資
本
の
要
請
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
点
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は

大
市
場
の
実
現
を
は
か
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
と
り
も
直
さ
ず
巨
大
資
本
の
市
場
シ
エ
ァ
ー
の
拡
大
、
す
な
わ
ち
巨
大
資
本
を
中

心
と
す
る
独
占
の
強
化
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
多
く
の
ヵ
ル
テ
ル
は
「
商
品
の
生
産
も
し
く
は
配
分
の
改
善
ま
た
は
技
術
的

も
し
く
は
経
済
的
進
歩
に
役
立
っ
」
と
し
て
承
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ト
ラ
ス
ト
、
コ
ゾ
ツ
ェ
ル
ソ
も
同
様
に
認
可
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
委
員
会
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
た
カ
ル
テ
ル
、
独
占
は
よ
き
ヵ
ル
テ
ル
、
よ
き
独
占
と
し
て
美
化
さ
れ
も
の
と
な
る
・
ロ
ー
マ

条
約
第
八
五
条
、
第
八
六
条
は
運
用
如
何
に
よ
っ
て
は
独
占
禁
止
法
で
は
な
く
独
占
保
護
法
に
転
化
す
る
の
で
あ
る
・

（
１
）

（
２
）

あ
ミ
ミ
ミ
県
き
～
曽
ｐ
旨
竃
－
ｏ
ｓ
君
．

亀
ｅ
§
§
ｏ
§
ミ
ミ
完
魯
ミ
、
．
り
．
寓

ｏ
．
ｏ
。
～
ｏ
ｏ
り
参
照



（
３
）
薄
ｅ
§
§
９
§
ミ
完
魯
ミ
、
．
Ｐ
ざ

（
４
）
　
伊
従
寛
・
矢
部
丈
太
郎
「
代
理
店
契
約
と
Ｅ
Ｅ
Ｃ
独
禁
法
」
　
『
ア
ナ
リ
ス
ト
』
一
九
六
五
・
九
参
照

（
５
）
　
独
占
禁
止
法
は
原
理
的
に
大
き
く
分
け
て
独
占
の
原
則
的
禁
止
主
義
と
独
占
の
幣
害
防
止
主
義
と
に
分
け
ら
れ
る
。
独
禁
法
の
元
祖
と
い

　
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
シ
ャ
ー
マ
ン
法
、
ク
レ
イ
ト
ン
法
な
ど
は
独
占
を
禁
止
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
西
ド
イ
ツ
で
は
戦
前
は
独
禁
法
が
存

　
在
し
な
か
っ
た
が
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
影
響
を
強
く
受
げ
た
独
禁
法
（
○
窃
Ｏ
訂
０
ｑ
晶
彗
オ
９
艘
Ｏ
ミ
¢
Ｈ
盲
げ
窪
Ｏ
～
ぎ
斤
…
胴
彗
）
が
制
定
さ
れ
、

　
原
則
的
禁
止
主
義
を
と
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
九
四
五
年
の
価
格
規
制
法
が
五
三
年
に
改
正
さ
れ
、
独
占
禁
止
が
こ
の
中
に
含
ま
れ
て

　
い
る
が
、
こ
れ
も
原
則
的
禁
止
主
義
を
と
っ
て
い
る
。
た
だ
運
用
面
で
は
西
ド
イ
ツ
よ
り
緩
や
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
オ
ラ
ン
ダ
お
よ
び

　
ベ
ル
ギ
ー
の
独
禁
法
は
独
占
そ
の
も
の
を
禁
止
す
る
と
い
う
よ
り
、
そ
の
幣
害
を
除
去
し
よ
う
と
す
る
主
義
に
立
っ
て
い
る
。

（
６
）
　
ト
Ｈ
く
ｏ
ｑ
Ｕ
胃
ぎ
ｏ
ｑ
胃
一
－
窃
宛
似
ｏ
ｑ
一
霧
｛
ｏ
Ｈ
ｐ
ｏ
◎
■
ｏ
岸
冒
＠
■
８
ｐ
■
ｏ
ｏ
¢
巨
ｐ
ｏ
庁
Ｏ
．
向
．
申
一
オ
§
§
、
ミ
き
、
き
似
Ｏ
◎
§
§
ミ
§
ｏ
ｏ
ｏ
ｂ
オ
◎
く
¢
昌
－

　
げ
冨
畠
竃
一
ｐ
長
Ｎ

（
７
）
　
菊
地
元
一
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
市
場
支
配
的
事
業
者
の
濫
用
規
制
」
　
『
公
正
取
引
』
一
九
六
四
年
七
月
号
一
八
頁
参
照

四
　
　
「
欧
州
会
杜
」

の
構
想

　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
中
で
企
業
と
企
業
の
競
争
を
通
じ
て
協
定
や
合
併
が
進
行
し
、
資
本
の
集
中
、
企
業
の
大
規
模
化
が
進
行
し
つ
つ
あ
り
、

こ
れ
に
対
す
る
独
占
禁
止
条
項
も
企
業
の
合
併
に
っ
い
て
は
何
ら
有
効
な
規
制
を
し
て
い
な
い
こ
と
既
に
見
た
と
う
り
で
あ
る
。
む

し
ろ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
目
的
は
よ
く
引
あ
い
に
出
さ
れ
る
ス
バ
ー
ク
報
告
に
も
あ
る
通
り
、
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
巨
大
企

業
の
育
成
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
欧
州
的
規
枚
の
企
業
の
形
成
を
Ｅ
Ｅ
Ｃ
は
望
ん
で
い
る
と
い
え
る
。

　
実
際
Ｅ
Ｅ
Ｃ
内
で
国
境
を
越
え
た
二
企
業
の
合
併
、
ま
た
国
境
を
越
え
た
数
企
業
に
よ
る
合
弁
会
杜
の
設
立
な
ど
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
後
者
の
例
を
若
干
あ
げ
て
み
よ
う
。
ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ク
セ
ソ
ブ
ル
グ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ー
の
企
業
が
協
力
し
て
０
０
◎
Ｏ
宰
似

　
　
　
　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
資
本
移
動
自
由
化
並
び
に
企
業
提
携
と
そ
れ
に
附
随
す
る
諸
問
題
（
清
水
）
　
　
　
　
　
五
三
　
（
七
五
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
（
七
五
二
）

０
０
富
陣
旨
阻
Ｏ
く
胃
巨
昌
Ｏ
（
○
。
一
註
昌
胃
）
を
設
立
、
原
子
力
分
野
で
は
０
０
０
０
奉
似
｛
、
向
亮
お
庁
オ
９
示
』
昌
厚
彗
Ｏ
Ｏ
－
思
釘
の
｛
雰
声
＆
Ｏ
昌
窃

（
ｏ
。
・
向
・
オ
』
・
）
、
が
あ
る
。
更
に
＞
邑
｛
ｏ
易
宗
Ｏ
ｏ
易
Ｒ
膏
饒
ｏ
易
目
８
三
〇
亮
宗
９
實
Ｈ
ｏ
↓
ｏ
い
サ
霊
耳
旦
亮
乞
き
ｏ
§
Ｈ
ｏ
ｑ
、
声
Ｈ
Ｂ
霧

註
囚
亮
冒
Ｏ
（
以
上
二
杜
は
ベ
ル
ギ
ー
）
、
弓
ぎ
旨
Ｏ
つ
昌
目
Ｏ
易
け
９
（
フ
ラ
ン
ス
）
、
↓
０
Ｈ
¢
ま
箏
斤
彗
（
ド
イ
ツ
）
、
ヨ
■
Ｂ
９
８
己
８
（
イ
タ
リ
ー
）
、

勺
巨
－
場
（
オ
ラ
ソ
ダ
）
に
よ
っ
て
共
同
子
会
杜
０
０
０
０
奉
似
向
冒
Ｏ
忌
雪
亮
註
弓
似
Ｈ
舟
仁
己
品
０
（
０
。
向
↓
■
－
）
が
設
立
さ
れ
、
人
口
衛
星
打

上
げ
の
綜
合
計
画
を
実
施
し
て
お
り
、
ま
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
○
の
た
め
の
ホ
ー
ク
・
、
・
・
サ
ィ
ル
を
生
産
し
て
い
る
。
　
そ
の
他
向
員
ｏ
弍
彗
・
っ
－

冒
け
・
。
Ｏ
・
華
二
§
８
｛
↑
註
９
罵
箒
ま
色
Ｏ
君
聲
の
目
二
邑
邑
邑
一
・
。
８
一
慧
向
自
８
善
；
・
宗
Ｏ
・
色
・
君
彗
・
鼻
一
邑
易
ま
９

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
欧
州
会
杜
は
ど
の
よ
う
な
会
杜
法
に
従
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
例
と
し
て
同
種
類
の
鉄
道
資
材
を

最
良
の
条
件
で
供
給
す
べ
く
設
立
さ
れ
た
ユ
ー
ロ
フ
ィ
ー
マ
杜
（
向
巨
『
◎
饒
冒
｝
）
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
の
会
杜
は
一
九
五
五
年

十
月
の
条
約
で
設
立
さ
れ
、
資
本
金
五
〇
〇
〇
万
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
、
所
在
地
は
バ
ー
ゼ
ル
で
欧
州
各
国
の
鉄
道
会
杜
が
そ
の
株
主

で
あ
る
。
こ
の
会
杜
に
は
ス
イ
ス
の
法
律
が
便
宜
的
に
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、
ス
イ
ス
の
法
律
の
う
ち
あ
る
種
の
規
定
は
適
用
除
外

す
る
諒
解
が
ス
ィ
ス
政
府
と
の
…
で
と
り
っ
げ
ら
れ
て
い
る
。
多
く
の
欧
州
会
杜
は
こ
の
よ
う
に
そ
の
本
店
所
在
地
の
法
律
が
補
助

的
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。
　
ｃ
っ
ｏ
ｏ
奉
似
巨
討
旨
き
◎
昌
一
｛
ｏ
ぎ
く
易
竺
９
仁
～
ｏ
ぎ
■
向
岸
昌
ｏ
巨
８
げ
等
々
も
同
様
な
形
態
で
設
立
さ

れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
木
店
所
在
地
の
法
を
援
用
す
る
と
し
て
も
、
取
引
が
本
店
を
中
心
と
し
た
地
域
に
眼
定
さ
れ
て
い
る
と
閉
題
は
な
い

が
、
支
店
・
子
会
杜
が
欧
州
的
規
模
で
広
が
っ
て
お
り
、
取
引
も
全
欧
州
に
わ
た
っ
て
い
る
と
色
々
と
…
題
が
生
ず
る
。
か
く
し
て

欧
州
会
杜
の
発
生
は
各
国
の
会
杜
法
で
は
な
く
新
た
な
欧
州
的
会
杜
法
の
制
定
を
必
要
と
す
る
に
到
る
。



　
統
一
的
な
欧
州
会
杜
法
制
定
の
思
想
は
戦
後
の
欧
州
統
合
運
動
と
共
に
芽
ぼ
え
て
お
り
、
恐
ら
く
欧
州
会
議
Ｏ
ｏ
昌
ｏ
－
◎
｛
向
旨
ｏ
召

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

に
お
げ
る
一
九
四
九
年
の
提
案
、
同
じ
く
五
二
年
の
勧
告
を
も
っ
て
晴
矢
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
ｃ
ｏ
彗
亭
お
教
授
、
オ
饒
干

２
品
胃
教
授
の
研
究
な
ど
が
あ
る
。

　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
成
立
に
よ
っ
て
欧
州
会
杜
法
制
定
の
必
要
性
が
一
層
強
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
と
時
を
同
じ
く
し
て
成
立
し
た

ユ
ー
ラ
ト
ム
条
約
に
お
い
て
は
共
通
の
会
杜
法
の
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
不
可
避
的
に
生
ず
る
困
難
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
ユ
ー
ラ

ト
ム
条
約
第
四
九
条
で
は
共
同
企
業
創
設
の
た
め
の
特
別
の
規
則
の
作
成
に
っ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｅ
Ｃ
を
設
立
す
る
条
約
で

は
人
、
サ
ー
ビ
ス
、
資
本
の
自
由
移
動
と
関
連
し
て
、
こ
の
よ
う
な
自
由
は
加
盟
国
の
国
民
が
他
の
加
盟
国
で
代
理
店
、
支
店
、
子

会
杜
を
設
立
す
る
こ
と
が
自
由
に
な
る
こ
と
を
規
定
し
（
第
五
二
条
）
、
ま
た
会
杜
が
（
こ
こ
で
い
う
会
杜
の
定
義
は
第
五
八
条
後
段
に
な
さ

れ
て
い
る
）
そ
の
杜
員
及
び
第
三
者
の
利
益
を
擁
護
す
る
た
め
に
加
盟
国
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
保
証
を
、
必
要
な
程
度
に
、
か
っ
、

そ
の
保
証
を
平
等
に
す
る
た
め
調
整
す
る
こ
と
（
第
五
四
条
第
３
項
働
）
を
定
め
、
こ
れ
ら
の
実
施
の
た
め
の
一
般
計
画
の
作
成
（
第

五
四
条
第
－
項
）
お
よ
び
命
令
の
発
布
（
第
五
四
条
第
２
項
）
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
共
同
市
場
の
運
営
に
必
要
な
範
囲
内
で
、
加
盟
国

の
法
令
及
び
行
政
規
則
を
接
近
さ
せ
る
た
め
の
命
令
の
発
布
（
猪
一
〇
〇
条
）
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
　
以
上
が
ロ
ー
マ
条
約
に
お
げ

る
こ
の
問
題
に
関
す
る
重
要
な
規
定
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
規
定
を
具
体
化
す
る
た
め
委
員
会
の
中
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
元
来
欧
州
会
杜
の
た
め
の
統
寸
会
杜
法
作
成
に

は
二
っ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は
各
国
が
会
杜
法
を
接
近
さ
せ
て
会
杜
法
を
統
一
す
る
方
法
、
婁
言
す
れ
ぼ
、
統
一
的
な
会

杜
法
を
作
成
し
て
各
国
が
そ
れ
を
自
国
の
会
杜
法
と
し
て
採
用
す
る
方
法
で
あ
る
。
第
二
の
方
法
は
現
存
す
る
各
国
の
会
杜
法
は
一

応
そ
の
ま
ま
と
し
、
そ
れ
と
平
行
的
に
欧
州
会
杜
法
を
別
個
に
作
成
し
、
二
っ
の
会
杜
法
の
共
存
を
認
め
よ
う
と
す
る
方
法
で
あ
る
。

　
　
　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
資
本
移
動
自
由
化
並
び
に
企
業
提
携
と
そ
れ
に
附
随
す
る
諸
問
題
（
済
水
）
　
　
　
　
　
　
五
五
　
（
七
五
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
（
七
五
四
）

そ
れ
ぞ
れ
一
長
一
短
が
あ
ろ
う
。
第
一
の
方
法
は
例
え
共
同
体
法
の
作
成
と
ま
で
行
か
ず
に
各
国
内
法
の
接
近
統
一
と
い
う
形
を
と

っ
た
と
し
て
も
各
国
に
法
律
改
正
の
義
務
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
、
国
家
の
主
権
は
そ
れ
だ
げ
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ

の
方
法
を
と
っ
た
場
合
は
接
近
は
徐
々
に
行
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
Ｅ
Ｅ
Ｃ
委
員
会
と
し
て
は
初
め
の
中
は
第
二
の
方
法

を
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
は
多
く
の
産
業
団
体
か
ら
反
撃
を
喰
っ
た
。
即
ち
、
統
一
的
な
欧
州
会
杜
法
を

作
成
し
て
も
、
ま
だ
各
国
に
そ
れ
ぞ
れ
別
の
、
国
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
会
杜
法
が
存
在
し
続
げ
て
お
れ
ぼ
、
欧
州
会
杜
法
の
適
用
さ

れ
る
会
杜
を
識
別
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
数
ヵ
国
の
会
杜
法
と
、
一
っ
の
欧
州
会
杜
法
の
共
存
は
将
来
混
乱
を
引
き
起
す
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

あ
ろ
う
し
、
二
っ
の
会
杜
法
の
選
択
と
い
う
こ
と
は
会
杜
法
の
強
制
的
性
格
と
矛
盾
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
委
員
会
は

第
一
の
方
法
を
採
用
す
る
方
向
に
転
じ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
委
員
会
の
会
杜
法
の
調
整
に
関
す
る
第
一
次
命
令
の
提
案
は
一
九
六
四
年
二
月
二
一
目
に
理
事
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
　
（
こ
の

命
令
が
理
事
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
未
だ
聞
い
て
い
な
い
）
。
　
ま
た
委
員
会
は
第
二
次
命
令
案
を
準
備
中
で
あ
る
。
斯

一
次
命
令
は
極
め
て
簡
単
な
も
の
で
、
株
式
会
杜
、
株
式
合
資
会
杜
（
ぎ
昌
昌
彗
睾
。
・
窃
ｏ
豪
ｏ
罫
｛
↓
彗
｛
声
葦
彗
）
、
有
限
責
任
会
杜

（
○
、
。
。
。
－
。
。
。
｝
、
饒
昌
き
げ
、
。
。
。
｝
、
叫
箏
ミ
。
、
霊
ぎ
曇
○
旨
竃
）
に
対
し
て
適
用
さ
れ
、
　
三
っ
の
特
殊
な
問
題
に
限
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、

公
告
の
義
務
（
バ
ラ
ソ
ス
．
シ
ー
ト
、
損
益
勘
定
な
ど
の
）
、
契
約
の
有
効
性
（
特
に
善
意
の
第
三
者
の
保
護
に
っ
い
て
）
、
会
杜
の
無
効
の
三

っ
で
あ
る
。
第
一
次
命
令
案
の
段
階
で
は
会
杜
法
の
調
整
の
ほ
ん
の
第
一
歩
を
ふ
み
出
し
た
と
い
う
程
度
で
、
ま
だ
会
杜
法
の
統
一

と
い
う
に
は
程
遠
い
も
の
で
あ
り
、
将
来
の
イ
メ
ー
ジ
も
こ
こ
か
ら
は
わ
い
て
こ
な
い
。
ウ
ォ
ル
フ
ガ
ソ
グ
・
フ
ィ
ヶ
ソ
ツ
ア
ー
は

こ
の
案
を
支
持
し
っ
っ
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
　
「
加
盟
国
の
実
定
法
と
し
て
の
会
杜
法
の
完
全
な
統
一
は
、
そ
れ
が
連
邦
法
の

形
態
を
と
ろ
う
と
、
諸
国
問
の
統
一
的
な
会
杜
法
（
複
数
）
と
い
う
形
態
を
と
ろ
う
と
、
そ
れ
は
ユ
ー
ト
ビ
ァ
で
あ
る
。
　
し
た
が
っ



て
提
案
さ
れ
た
命
命
で
は
多
数
国
の
会
杜
法
を
統
一
す
る
こ
と
は
意
図
し
て
お
ら
ず
、
単
に
調
和
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
の

　
　
（
３
）

で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
欧
州
会
杜
法
が
も
た
も
た
し
て
い
る
中
で
、
ア
メ
リ
カ
資
本
の
進
出
に
対
抗
し
、
欧
州
の
諸
企
業
の
大
同
団
結
を
は

か
る
と
い
う
意
図
も
あ
一
た
の
で
あ
ろ
う
、
フ
ラ
ソ
ス
政
府
は
欧
州
会
杜
を
創
設
す
る
提
案
を
六
五
年
三
月
に
委
員
会
に
提
出
し
た
。

フ
ラ
ソ
ス
の
提
案
は
先
に
述
べ
た
第
二
の
方
法
に
ー
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
委
員
会
が
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
方
向

と
は
原
則
的
に
、
対
立
す
る
。
フ
ラ
ソ
ス
法
務
大
臣
ジ
ャ
ソ
・
フ
ア
イ
エ
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
　
「
完
全
な
統
一
は
確
か

に
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
成
功
と
い
う
栄
冠
に
結
び
つ
か
な
い
永
い
努
力
が
待
っ
て
い
る
。
成
功
を
期
す
た
め
に
は

慎
重
さ
が
必
要
で
あ
る
・
こ
の
点
で
少
な
く
と
圭
定
の
期
問
は
欧
州
的
計
画
に
も
と
づ
く
統
一
的
な
会
杜
と
、
国
内
的
会
杜
と
の

共
存
を
提
案
す
る
こ
と
は
驚
ろ
く
に
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
管
理
形
態
に
お
い
て
二
っ
の
選
択
を
株
式
会
杜
に
与
え
る
と
い
う

．
フ
ラ
ソ
ス
政
府
の
修
正
提
案
を
考
え
て
見
な
い
か
。
」
「
ま
た
現
時
点
で
の
可
能
性
を
正
し
く
判
断
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
提
案
さ
れ
て

い
る
欧
州
型
会
杜
は
国
家
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
ド
ィ
ツ
、
フ
ラ
ソ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
等
の
法
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

と
に
お
か
れ
・
統
一
的
な
法
の
規
定
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
法
と
な
り
、
会
杜
の
失
通
法
と
も
な
る
と
了
解
し
あ
う
の
で
あ
る
」
と
。

　
フ
ラ
ソ
ス
の
提
案
の
意
図
は
統
一
法
の
制
定
を
ス
ピ
ー
ド
・
ア
ツ
プ
す
る
と
共
に
、
そ
れ
を
国
家
権
力
の
範
囲
内
に
と
ど
め
て
お

こ
う
と
す
る
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
委
員
会
と
の
問
の
調
整
、
実
業
界
と
の
問
の
調
整
に
は
ま
だ
時
問
が
か
か
り
そ
う
で
あ

る
。

資
本
の
集
中
提
携
を
中
心
に
…
中
の
動
き
寛
て
き
た
が
、
こ
こ
で
も
一
方
に
お
い
て
か
な
り
進
ん
だ
統
合
が
見
ら
れ
る
が
、

同
時
に
、
域
内
・
域
外
と
も
に
多
く
の
矛
盾
、
対
立
抗
争
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
資
本
移
動
自
由
化
並
び
に
企
業
提
携
と
そ
れ
に
附
随
す
る
諸
問
題
（
清
水
）
　
　
　
　
　
五
七
　
（
七
五
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
（
七
五
六
）

（
１
）
オ
。
昼
、
目
葛
家
、
一
。
。
。
訂
、
・
畠
二
毫
易
＆
睾
８
芽
・
昌
ｏ
・
暮
彗
二
婁
Ｏ
§
姜
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よ
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も
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し
て
岡
本
善
八
教
授
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井
良
憲
教
授
は
一
九
五
〇
年
六
月
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－
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八
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弁
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士
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れ
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ツ
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杜
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国
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ら
れ
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（
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』
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想
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